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編
集
後
記

　今
回
、
初
め
て
広
報
編
集
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広

報
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な
が
ら

も
、
皆
さ
ん
に
広
報
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。

　広
報
を
編
集
し
て
い
く
中
で
、

改
め
て
馬
路
村
は
行
事
が
多
く
、

活
発
で
元
気
あ
ふ
れ
る
村
で
あ
る

と
再
認
識
し
ま
し
た
。
私
も
元
気

あ
ふ
れ
る
馬
路
村
の
一
員
と
し

て
、
皆
さ
ん
に
つ
い
て
い
け
る
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
哲
）

村内あちらこちら

1月15日　どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

12月7日　馬路熊野神社秋の例大祭

12月4日　馬路小学校校内持久走大会

1月1日　新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）

1月12日　消防出初め式（安田町）

12月

1月

 1 日 新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）
 2 日 新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
　　　 成人式（馬路村コミュニティセンター）
12日 消防出初め式（安田町）
15日 どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
18日 第38回馬路村村民駅伝競走大会
19日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
25日 スキー教室（久万スキーランド）
26日 第39回馬路村内芸能発表会
　　　 （馬路村コミュニティセンター）

 4 日 馬路小学校校内持久走大会
 5 日 人権講演会（魚梁瀬多目的施設）
 6 日 第48回馬路地区はし拳大会
　　　 （馬路村コミュニティセンター）
 　　　魚梁瀬小・中学校校内持久走大会
 7 日 馬路熊野神社秋の例大祭
　　　 神楽発表会（馬路熊野神社）
 8 日 馬路村社会福祉大会
　　　 （馬路村デイサービスセンター）
14日 ハミングゆ～ずクリスマスコンサート
　　　 （馬路村コミュニティセンター）
15日 第47回馬路村文化祭
　　　 第8回馬路村ふれあい祭り
　　　 （馬路体育館・馬路中学校）
　　　 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
19日 ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）
20日 魚梁瀬保育所クリスマス会
25日 馬路保育所クリスマス会

（
前
列
右
か
ら
）
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（
後
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右
か
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﨑
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　一
月
二
日
に
馬
路
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
馬
路
村
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
に
な
り
初
め
て

の
馬
路
村
成
人
式
は
、

十
二
人
の
新
成
人
が
出

席
さ
れ
、
村
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
か
ら
祝

福
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
近
況
報
告
、
二
十
歳

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

決意と自覚を持ち、夢ある明日へ羽ばたく決意と自覚を持ち、夢ある明日へ羽ばたく
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▲熊野神社前を再スタートする４区の選手たち

（
前
半
１
・
２
・
３
区
）

　
選
手
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図

で
一
斉
に
駆
け
出
す
と
、
ご
っ
く
ん

ワ
ン
テ
ィ
ー
ム
と
馬
路
中
学
校
Ａ
、

野
球
部
が
競
り
合
う
レ
ー
ス
展
開
と

な
り
ま
し
た
。
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ

ー
ム
が
１
区
を
１
位
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
ト
ッ
プ

を
譲
る
こ
と
な
く
前
半
を
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
２
位
以
降
は
各
チ
ー
ム
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
馬
路
中
学
校
Ａ
が

２
位
、
野
球
部
が
３
位
で
前
半
を
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

（
後
半
４
・
５
区
）

　
熊
野
神
社
前
を
再
ス
タ
ー
ト
し
、

４
区
で
は
馬
路
中
学
校
Ａ
が
ト
ッ
プ

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
続
く
魚
梁
瀬

小
中
Ａ
チ
ー
ム
も
３
秒
差
で
２
位
に

付
け
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
展
開
と
な

り
ま
し
た
。
５
区
は
、
魚
梁
瀬
小
中

Ａ
チ
ー
ム
と
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ
ー

ム
、
馬
路
中
学
校
Ａ
の
三
つ
ど
も
え

と
な
っ
て
争
い
、
見
事
接
戦
を
制
し

た
魚
梁
瀬
小
中
Ａ
チ
ー
ム
が
１
位
と

な
り
、
２
位
に
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ

ー
ム
、
３
位
に
馬
路
中
学
校
Ａ
が
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
選
手
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
結

果
、
激
走
を
制
し
た
ご
っ
く
ん
ワ
ン

テ
ィ
ー
ム
が
堂
々
の
優
勝
に
輝
き
、

見
事
大
会
２
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
15
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
ご
声
援
や
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
元
年
12
月
15
日
、
馬
路
体
育
館
を

主
会
場
に
、
第
47
回
馬
路
村
文
化
祭
（
主

催
　
馬
路
村
文
化
協
会
、
馬
路
村
教
育
委

員
会
）
及
び
第
8
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭

り
（
主
催
　
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行

委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
親
子
連
れ
が
展
示
作
品
を

鑑
賞
し
た
り
、
動
物
と
ふ
れ
あ
う
な
ど
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

馬
路
村
農
協
が
２
連
覇
達
成
！！

第
38
回 

馬
路
村
村
民
駅
伝
競
走
大
会

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
る
教

室
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
色
と
り
ど
り
に
マ
ッ
ト
制

作
を
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
が
商
品
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
農
産

物
も
人
気
で
、
早
々
と
完
売

す
る
商
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
暖

か
い
日
和
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
47
回
馬
路
村
文
化
祭

▶
作
品
を
鑑
賞
す
る
様
子

▶
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
の
様
子

▲ポニー乗馬体験の様子

　
１
月
18
日
（
土
）
、
第
38
回
馬
路
村
村
民
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、
小
・
中
学
生
、

一
般
の
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
選
手
た
ち
の
力
強
い
走

り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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第
８
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い 

　 

祭  

り

◇・◆・◇・◆・◇総合順位・区間賞◇・◆・◇・◆・◇ （各区間の○数字は区間順位）

総合順位

１．ごっくんワンティーム

２．馬路中学校Ａ

３．魚梁瀬小中Ａチーム

４．野球部

５．馬路中学校Ｂ

６．馬路中学校Ｃ

７．役場Ａ

８．魚梁瀬小中Ｂチーム　

９.馬路小学校Ｂ

１０．ごっくんタピタピ

１１．ゴンゴンごっくん号

１２．馬路小学校Ｃ

１３．役場Ｂ

１４．馬路小学校Ｄ

１５．馬路小学校Ａ

33・12

34・13

36・22

37・29

38・11

40・03

41・51

43・36

43・54

44・54

45・41

46・35

47・37

47・42

49・53

17・04

17・52

20・37

19・09

20・07

20・20

22・38

24・24

23・04

21・56

23・24

24・45

25・41

23・03

28・15

16・08

16・21

15・45

　18・20

18・04

19・43

19・13

19・12

20・50

22・58

22・17

21・50

21・56

24・39

21・38

槐　翼
①4・42
坂本　優衣
②5・03
門田　伊桜里
⑦6・05
木下　慎也
③5・09
小松　心晴
⑥5・52
大野　瑠菜
④5・22
片町　二未也
⑩6・18
森脇　輝真
⑬6・52
久保　優菜
⑨6・16
岩田　夏実
⑪6・20
笹岡　陽平
⑤5・50
清岡　愛羅
⑭6・56
乾　すみれ
⑧6・11
田中　柚奈
⑫6・39
濵渦　ことは
⑮7・03

乾　貴史
①7・10
清岡　隼斗
②7・22
近藤　悠斗
③8・03
五味　裕貴
③8・03
濵渦　幸
⑤8・41
山田　拓磨
⑥9・03
德廣　将也
⑭10・21
森脇　勇吾
⑧9・33
大野　柚寿
⑫10・06
植田　泰一
⑦9・10
内原　健太
⑪10・03
大野　愛結
⑩9・42
島田　奈緒
⑮11・44
山﨑　桜太
⑨9・37
濵渦　翔和
⑬10・11

乾　まりの
①5・12
髙橋　天音
②5・27
湯浅　花梨
⑧6・29
乾　圭佑
⑤5・57
式部　更紗
③5・34
山内　將利
④5・55
上治　郷平
⑥5・59
浜田　優
⑬7・59
芝　陽菜実
⑨6・42
本澤　侑季
⑦6・26
石橋　洋
⑪7・31
上治　桃々
⑭8・07
岡田　麻美
⑫7・46
乾　颯太
⑩6・47
山中　瑠希乎
⑮11・01

長野　桃太
③6・19
笹岡　夢珠
①6・08
畠中　崇良
②6・11
笹岡　英珠
⑤7・09
田中　柊聖
⑥7・17
山中　大志
⑦7・56
中嶋　健次
④6・51
氏原　佳乃子
⑧8・32
清岡　萌夏
⑩9・13
山脇　京介
⑭10・40
久保　勇太
⑨9・10
小松　結人
⑪9・14
牛窓　裕美子
⑬9・47
乾　心優
⑮11・30
牛窓　莉子
⑫9・46

木下　彰二
②9・49
大野　陽多
③10・13
井上　奏磨
①9・34
笹岡　季珠
⑥11・11
大野　暖人
⑤10・47
丸岡　大次朗
⑧11・47
大川　匠也
⑫12・22
井上　和奏
④10・40
林　竜乃介
⑦11・37
木下　鉄人
⑪12・18
山中　洋一
⑭13・07
伊場　七斗
⑬12・36
森　太介
⑩12・09
林　莉菜子
⑮13・09
坂本　煌綺
⑨11・52

総合
タイム
（分・秒）

１区
村民運動場→
農協本所
1.3㌔

２区
→旧相名会館
　　跡地
2.0㌔

３区
→JAゆず
旧集荷場前
1.3㌔

４区
熊野神社→
旧馬路木材跡地
1.7㌔

５区
→村民
運動場
2.6㌔

前半記録
（分・秒）

後半記録
（分・秒）

　
今
年
は
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
が
体
験
し
て
学
ぶ
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

◎
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
コ
ー
ナ
ー

　
え
ほ
ん
の
お
店「
コッコ・サ
ン
」の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、飛
び
出
す
仕
掛
け
の
絵
本

を
手
に
取
り
、立
体
化
に
驚
い
た
り
、か

ら
く
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、誰
で
も
参
加
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、保

護
者
の
後
ろ
に
隠
れ
て
眺
め
て
い
た
子

も
、楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
子
た

ち
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
に
参
加

し
た
り
、大
人
は
真
剣
勝
負
を
し
た
り

と
、和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
異
世
代

間
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
健
康
チ
ェッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　
体
内
年
齢
及
び
筋
肉
量
の
測
定
で
は
、

年
齢
が
高
い
方
ほ
ど
体
内
年
齢
が
実
年

齢
よ
り
も
若
く
出
る
方
が
多
く
、測
定

さ
れ
た
方
は
、日
頃
の
健
康
への
取
り
組

み
の
成
果
が
で
た
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

◎
ハン
ド
マッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

　
高
知
市
の「
Ｍ
Ｙ
Ｃ
」が
、家
事
や
仕

事
等
で
疲
れ
た
女
性
た
ち
を
対
象
に
施

術
を
行
い
ま
し
た
。予
約
が
す
ぐ
に
埋

ま
る
ほ
ど
人
気
が
高
く
、施
術
を
受
け

た
方
か
ら
は「
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」や

「
す
ご
く
良
か
っ
た
」と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

◎
健
康
食
堂

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
毎
年
、腕
に
よ
り
を

か
け
て
作
る
健
康
弁
当
は
、お
昼
前
に

は
完
売
と
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

◎
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
皆
さ
ん
足
を
止
め
、各
地
区
の
防
災

訓
練
の
様
子
を
お
さ
め
た
写
真
を
見

た
り
、ト
リ
ア
ー
ジ（
患
者
の
重
症
度
に

基
づ
い
て
、治
療
の
優
先
度
を
決
定
し

て
選
別
を
行
う
こ
と
）ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
う
た
め
に
は
住
民
た
ち

が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
必
要
が
で
て
き

ま
す
。災
害
時
に
自
立
し
て
地
域
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、災
害
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。



▲熊野神社前を再スタートする４区の選手たち

（
前
半
１
・
２
・
３
区
）

　
選
手
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図

で
一
斉
に
駆
け
出
す
と
、
ご
っ
く
ん

ワ
ン
テ
ィ
ー
ム
と
馬
路
中
学
校
Ａ
、

野
球
部
が
競
り
合
う
レ
ー
ス
展
開
と

な
り
ま
し
た
。
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ

ー
ム
が
１
区
を
１
位
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
ト
ッ
プ

を
譲
る
こ
と
な
く
前
半
を
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
２
位
以
降
は
各
チ
ー
ム
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
馬
路
中
学
校
Ａ
が

２
位
、
野
球
部
が
３
位
で
前
半
を
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

（
後
半
４
・
５
区
）

　
熊
野
神
社
前
を
再
ス
タ
ー
ト
し
、

４
区
で
は
馬
路
中
学
校
Ａ
が
ト
ッ
プ

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
続
く
魚
梁
瀬

小
中
Ａ
チ
ー
ム
も
３
秒
差
で
２
位
に

付
け
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
展
開
と
な

り
ま
し
た
。
５
区
は
、
魚
梁
瀬
小
中

Ａ
チ
ー
ム
と
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ
ー

ム
、
馬
路
中
学
校
Ａ
の
三
つ
ど
も
え

と
な
っ
て
争
い
、
見
事
接
戦
を
制
し

た
魚
梁
瀬
小
中
Ａ
チ
ー
ム
が
１
位
と

な
り
、
２
位
に
ご
っ
く
ん
ワ
ン
テ
ィ

ー
ム
、
３
位
に
馬
路
中
学
校
Ａ
が
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
選
手
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
結

果
、
激
走
を
制
し
た
ご
っ
く
ん
ワ
ン

テ
ィ
ー
ム
が
堂
々
の
優
勝
に
輝
き
、

見
事
大
会
２
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
15
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
ご
声
援
や
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
元
年
12
月
15
日
、
馬
路
体
育
館
を

主
会
場
に
、
第
47
回
馬
路
村
文
化
祭
（
主

催
　
馬
路
村
文
化
協
会
、
馬
路
村
教
育
委

員
会
）
及
び
第
8
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭

り
（
主
催
　
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行

委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
親
子
連
れ
が
展
示
作
品
を

鑑
賞
し
た
り
、
動
物
と
ふ
れ
あ
う
な
ど
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

馬
路
村
農
協
が
２
連
覇
達
成
！！

第
38
回 

馬
路
村
村
民
駅
伝
競
走
大
会

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
る
教

室
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
色
と
り
ど
り
に
マ
ッ
ト
制

作
を
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
が
商
品
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
農
産

物
も
人
気
で
、
早
々
と
完
売

す
る
商
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
暖

か
い
日
和
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
47
回
馬
路
村
文
化
祭

▶
作
品
を
鑑
賞
す
る
様
子

▶
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
の
様
子

▲ポニー乗馬体験の様子

　
１
月
18
日
（
土
）
、
第
38
回
馬
路
村
村
民
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、
小
・
中
学
生
、

一
般
の
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
選
手
た
ち
の
力
強
い
走

り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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第
８
回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い 

　 

祭  

り

◇・◆・◇・◆・◇総合順位・区間賞◇・◆・◇・◆・◇ （各区間の○数字は区間順位）

総合順位

１．ごっくんワンティーム

２．馬路中学校Ａ

３．魚梁瀬小中Ａチーム

４．野球部

５．馬路中学校Ｂ

６．馬路中学校Ｃ

７．役場Ａ

８．魚梁瀬小中Ｂチーム　

９.馬路小学校Ｂ

１０．ごっくんタピタピ

１１．ゴンゴンごっくん号

１２．馬路小学校Ｃ

１３．役場Ｂ

１４．馬路小学校Ｄ

１５．馬路小学校Ａ

33・12

34・13

36・22

37・29

38・11

40・03

41・51

43・36

43・54

44・54

45・41

46・35

47・37

47・42

49・53

17・04

17・52

20・37

19・09

20・07

20・20

22・38

24・24

23・04

21・56

23・24

24・45

25・41

23・03

28・15

16・08

16・21

15・45

　18・20

18・04

19・43

19・13

19・12

20・50

22・58

22・17

21・50

21・56

24・39

21・38

槐　翼
①4・42
坂本　優衣
②5・03
門田　伊桜里
⑦6・05
木下　慎也
③5・09
小松　心晴
⑥5・52
大野　瑠菜
④5・22
片町　二未也
⑩6・18
森脇　輝真
⑬6・52
久保　優菜
⑨6・16
岩田　夏実
⑪6・20
笹岡　陽平
⑤5・50
清岡　愛羅
⑭6・56
乾　すみれ
⑧6・11
田中　柚奈
⑫6・39
濵渦　ことは
⑮7・03

乾　貴史
①7・10
清岡　隼斗
②7・22
近藤　悠斗
③8・03
五味　裕貴
③8・03
濵渦　幸
⑤8・41
山田　拓磨
⑥9・03
德廣　将也
⑭10・21
森脇　勇吾
⑧9・33
大野　柚寿
⑫10・06
植田　泰一
⑦9・10
内原　健太
⑪10・03
大野　愛結
⑩9・42
島田　奈緒
⑮11・44
山﨑　桜太
⑨9・37
濵渦　翔和
⑬10・11

乾　まりの
①5・12
髙橋　天音
②5・27
湯浅　花梨
⑧6・29
乾　圭佑
⑤5・57
式部　更紗
③5・34
山内　將利
④5・55
上治　郷平
⑥5・59
浜田　優
⑬7・59
芝　陽菜実
⑨6・42
本澤　侑季
⑦6・26
石橋　洋
⑪7・31
上治　桃々
⑭8・07
岡田　麻美
⑫7・46
乾　颯太
⑩6・47
山中　瑠希乎
⑮11・01

長野　桃太
③6・19
笹岡　夢珠
①6・08
畠中　崇良
②6・11
笹岡　英珠
⑤7・09
田中　柊聖
⑥7・17
山中　大志
⑦7・56
中嶋　健次
④6・51
氏原　佳乃子
⑧8・32
清岡　萌夏
⑩9・13
山脇　京介
⑭10・40
久保　勇太
⑨9・10
小松　結人
⑪9・14
牛窓　裕美子
⑬9・47
乾　心優
⑮11・30
牛窓　莉子
⑫9・46

木下　彰二
②9・49
大野　陽多
③10・13
井上　奏磨
①9・34
笹岡　季珠
⑥11・11
大野　暖人
⑤10・47
丸岡　大次朗
⑧11・47
大川　匠也
⑫12・22
井上　和奏
④10・40
林　竜乃介
⑦11・37
木下　鉄人
⑪12・18
山中　洋一
⑭13・07
伊場　七斗
⑬12・36
森　太介
⑩12・09
林　莉菜子
⑮13・09
坂本　煌綺
⑨11・52

総合
タイム
（分・秒）

１区
村民運動場→
農協本所
1.3㌔

２区
→旧相名会館
　　跡地
2.0㌔

３区
→JAゆず
旧集荷場前
1.3㌔

４区
熊野神社→
旧馬路木材跡地
1.7㌔

５区
→村民
運動場
2.6㌔

前半記録
（分・秒）

後半記録
（分・秒）

　
今
年
は
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
が
体
験
し
て
学
ぶ
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

◎
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
コ
ー
ナ
ー

　
え
ほ
ん
の
お
店「
コッコ・サ
ン
」の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、飛
び
出
す
仕
掛
け
の
絵
本

を
手
に
取
り
、立
体
化
に
驚
い
た
り
、か

ら
く
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、誰
で
も
参
加
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、保

護
者
の
後
ろ
に
隠
れ
て
眺
め
て
い
た
子

も
、楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
子
た

ち
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
に
参
加

し
た
り
、大
人
は
真
剣
勝
負
を
し
た
り

と
、和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
異
世
代

間
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
健
康
チ
ェッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　
体
内
年
齢
及
び
筋
肉
量
の
測
定
で
は
、

年
齢
が
高
い
方
ほ
ど
体
内
年
齢
が
実
年

齢
よ
り
も
若
く
出
る
方
が
多
く
、測
定

さ
れ
た
方
は
、日
頃
の
健
康
への
取
り
組

み
の
成
果
が
で
た
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

◎
ハン
ド
マッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

　
高
知
市
の「
Ｍ
Ｙ
Ｃ
」が
、家
事
や
仕

事
等
で
疲
れ
た
女
性
た
ち
を
対
象
に
施

術
を
行
い
ま
し
た
。予
約
が
す
ぐ
に
埋

ま
る
ほ
ど
人
気
が
高
く
、施
術
を
受
け

た
方
か
ら
は「
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」や

「
す
ご
く
良
か
っ
た
」と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

◎
健
康
食
堂

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
毎
年
、腕
に
よ
り
を

か
け
て
作
る
健
康
弁
当
は
、お
昼
前
に

は
完
売
と
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

◎
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
皆
さ
ん
足
を
止
め
、各
地
区
の
防
災

訓
練
の
様
子
を
お
さ
め
た
写
真
を
見

た
り
、ト
リ
ア
ー
ジ（
患
者
の
重
症
度
に

基
づ
い
て
、治
療
の
優
先
度
を
決
定
し

て
選
別
を
行
う
こ
と
）ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
う
た
め
に
は
住
民
た
ち

が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
必
要
が
で
て
き

ま
す
。災
害
時
に
自
立
し
て
地
域
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、災
害
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。



おらが村の学校便りおらが村の学校便り 6363
　村内中学生にとって恒例になっている「職場体験学習」が、今年度も11月に実施され、馬路中学
校の２年生６人と魚梁瀬中学校の１年生３人と２年生１人は、村内の８つの事業所等で３～４日間
お世話になりました。
　職場体験をした生徒のコメントから、それぞれの奮闘ぶりを読み取ってください。

　
温
泉
を
選
ん
だ
理
由
は
、

接
客
が
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
３

日
目
で
、
そ
の
日
は
団
体
客

が
来
て
、
人
数
の
多
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
厨
房

も
と
て
も
忙
し
か
っ
た
で

す
。
料
理
を
持
っ
て
行
く
の

に
と
て
も
緊
張
し
た
け
れ

ど
、
持
っ
て
行
く
と
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◆
馬
路
温
泉
で
　

　
館
内
の
掃
除
、
厨
房
で
の
食

器
洗
い
や
盛
り
付
け
の
手
伝
い
、

い
ろ
い
ろ
な
準
備
作
業
を
し
、

昼
食
時
に
は
接
客
も
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
午
後
に
は
、
田
舎

寿
司
作
り
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

い
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「ご注文はお決まりですか？」

　
農
協
で
職
場
体
験
を
し

て
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
荷
造
り
や
玉
よ

り
な
ど
、
貴
重
な
体
験
も

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
玉
よ
り
を
し
て
、

青
果
と
し
て
出
せ
る
合
格

品
の
ユ
ズ
が
、
緑
の
大
き

な
カ
ゴ
１
個
か
ら
小
さ
な

オ
レ
ン
ジ
色
の
コ
ン
テ
ナ

２
個
分
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
想
像
以
上
に

少
な
く
て
驚
き
ま
し
た
。

◆
馬
路
村
農
協
で

　
出
荷
場
で
の
荷
造
り
作
業
や
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
カ
レ
ン

ダ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
袋
詰

め
作
業
、
搾
汁
工
場
の
前
で
の

玉
よ
り
作
業
な
ど
を
し
ま
し
た
。

◆
湯
浅
建
設
で

◆
魚
梁
瀬
保
育
所
で

◆
魚
梁
瀬
小
学
校
で

緑の大カゴ４つ分をより分けるのは大変!

地域の力で

職場体
子どもが育つ

験学習
「ご来店ありがとうございます」

「は～い、パですよ、パ!」

「どろだんご」を作りました

青空にさそわれて遠足

　
職
場
体
験
を
終
え
て
思
う
こ

と
は
、
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
も

の
す
ご
く
疲
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
結
構
い
ろ
ん
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
ず
っ

と
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
、
想
像
以

上
に
大
変
で
し
た
。

　
お
年
寄
り
が
、
今
の
日
本
の

く
ら
し
を
築
い
て
く
れ
た
こ
と

を
再
発
見
で
き
ま
し
た
。
感
謝

し
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

◆
馬
路
保
育
所
で
　

　
年
少
、
年
中
、
年
長
等
、
日

替
わ
り
で
年
齢
の
違
う
組
に

入
っ
て
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

◆
馬
路
診
療
所
と

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

　
診
療
所
で
は
、
診
察
の
準
備

や
器
具
の
点
検
を
手
伝
っ
た
り

掃
除
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
入

浴
の
介
助
や
、
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
っ
た
り
、
送
迎
の
補

助
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
で
は
、「
働
く
」

と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
活

動
に
貢
献
で
き
、
自
分
的
に

も
成
長
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
教
え
て
み
て
、

き
つ
く
言
う
の
で
は
な
く
、

優
し
く
言
う
と
分
か
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

い
つ
で
も
優
し
く
同
じ
目
線

で
教
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
馬
路
小
学
校
で

　
各
学
級
に
日
替
わ
り
で
入
り
、

授
業
の
補
助
、
宿
題
や
提
出
物

の
点
検
や
丸
つ
け
な
ど
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

休
み
時
間
に
は
一
緒
に
遊
び
、

掃
除
も
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

1年生では読み聞かせもしました

「災害」について考えました

　
普
段
は
行
け
な
い
よ
う
な

山
を
登
っ
て
現
場
や
作
業
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
中

に
は
、
私
で
は
持
て
な
い
よ

う
な
大
き
な
石
を
手
作
業
で

積
む
な
ど
の
力
仕
事
を
し
て

い
る
人
も
い
て
、
と
て
も
体

力
が
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。

　
事
務
の
仕
事
は
、
一
日
中

座
っ
て
仕
事
を
す
る
の
で
そ

れ
も
疲
れ
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
の
仕
事
は
簡
単
だ
っ

た
け
れ
ど
、
従
業
員
さ
ん
は

聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
を

使
っ
て
、
難
し
い
資
料
を
見

な
が
ら
す
ば
や
く
作
業
を
し

て
い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
ど
の
作
業
も
簡
単
で
は
な

い
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

11月の建設業者はユズ採りも業務です
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　井
上
奏
磨
さ
ん
・
清
岡
隼
斗
さ
ん

大
野
暖
人
さ
ん
・
式
部
更
紗
さ
ん

山
中
大
志
さ
ん

湯
浅
花
梨
さ
ん

門
田
伊
桜
里
さ
ん

関
メ
タ
丁
花
新
さ
ん

髙
橋
天
音
さ
ん

濵
渦

　幸
さ
ん

　
４
日
間
の
体
験
で
改

め
て
仕
事
の
辛
さ
や
楽

し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
従
業
員
の
皆
さ
ん
は

座
る
暇
も
な
く
、
料
理

を
作
っ
た
り
接
客
を
し

た
り
、
と
て
も
大
変
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
接
客
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
優
し
い
お

客
さ
ん
に
応
援
さ
れ
な

が
ら
、
緊
張
し
て
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
最
終

日
に
は
慣
れ
て
き
て
、

仕
事
を
手
伝
う
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

　
３
日
目
で
、
よ
う
や
く
仕

事
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
が
何
を
し
た
ら
い
い
か

な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
４
日
間
と
い
う
短
い
時
間

の
中
で
、
新
し
い
自
分
や
成

長
で
き
た
自
分
が
見
つ
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
が
、
み
ん
な
す

ご
く
か
わ
い
く
て
、
い
と
お

し
い
大
切
な
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
が
馬
路
保
育

所
に
い
た
と
き
も
、
こ
ん
な

気
持
ち
で
先
生
た
ち
は
接
し

て
く
れ
て
い
た
の
か
な
と
考

え
る
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ

と
は
楽
し
く
て
、
放
課
後
に

は
残
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
遊
び
ま
し
た
。
何
回
も
名

前
を
呼
ん
で
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
中
で
初
め
て
気
付
く

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ

れ
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
で

き
る
先
生
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
私
は
魚
梁
瀬
小
学
校
で
職

場
体
験
を
し
て
、
先
生
は
い

ろ
い
ろ
と
大
変
な
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
見

て
、
先
生
た
ち
の
工
夫
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
叱

る
こ
と
も
必
要
と
い
う
こ
と

も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
で
魚
梁
瀬
に
来

た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も

特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、
平
等

に
接
す
る
こ
と
が
一
番
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
日
中
、
小
学
生
と
一
緒

に
い
て
先
生
の
楽
し
さ
が
知

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。



おらが村の学校便りおらが村の学校便り 6363
　村内中学生にとって恒例になっている「職場体験学習」が、今年度も11月に実施され、馬路中学
校の２年生６人と魚梁瀬中学校の１年生３人と２年生１人は、村内の８つの事業所等で３～４日間
お世話になりました。
　職場体験をした生徒のコメントから、それぞれの奮闘ぶりを読み取ってください。

　
温
泉
を
選
ん
だ
理
由
は
、

接
客
が
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
３

日
目
で
、
そ
の
日
は
団
体
客

が
来
て
、
人
数
の
多
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
厨
房

も
と
て
も
忙
し
か
っ
た
で

す
。
料
理
を
持
っ
て
行
く
の

に
と
て
も
緊
張
し
た
け
れ

ど
、
持
っ
て
行
く
と
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◆
馬
路
温
泉
で
　

　
館
内
の
掃
除
、
厨
房
で
の
食

器
洗
い
や
盛
り
付
け
の
手
伝
い
、

い
ろ
い
ろ
な
準
備
作
業
を
し
、

昼
食
時
に
は
接
客
も
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
午
後
に
は
、
田
舎

寿
司
作
り
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

い
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「ご注文はお決まりですか？」

　
農
協
で
職
場
体
験
を
し

て
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
荷
造
り
や
玉
よ

り
な
ど
、
貴
重
な
体
験
も

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
玉
よ
り
を
し
て
、

青
果
と
し
て
出
せ
る
合
格

品
の
ユ
ズ
が
、
緑
の
大
き

な
カ
ゴ
１
個
か
ら
小
さ
な

オ
レ
ン
ジ
色
の
コ
ン
テ
ナ

２
個
分
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
想
像
以
上
に

少
な
く
て
驚
き
ま
し
た
。

◆
馬
路
村
農
協
で

　
出
荷
場
で
の
荷
造
り
作
業
や
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
カ
レ
ン

ダ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
袋
詰

め
作
業
、
搾
汁
工
場
の
前
で
の

玉
よ
り
作
業
な
ど
を
し
ま
し
た
。

◆
湯
浅
建
設
で

◆
魚
梁
瀬
保
育
所
で

◆
魚
梁
瀬
小
学
校
で

緑の大カゴ４つ分をより分けるのは大変!

地域の力で

職場体
子どもが育つ

験学習
「ご来店ありがとうございます」

「は～い、パですよ、パ!」

「どろだんご」を作りました

青空にさそわれて遠足

　
職
場
体
験
を
終
え
て
思
う
こ

と
は
、
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
も

の
す
ご
く
疲
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
結
構
い
ろ
ん
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
ず
っ

と
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
、
想
像
以

上
に
大
変
で
し
た
。

　
お
年
寄
り
が
、
今
の
日
本
の

く
ら
し
を
築
い
て
く
れ
た
こ
と

を
再
発
見
で
き
ま
し
た
。
感
謝

し
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

◆
馬
路
保
育
所
で
　

　
年
少
、
年
中
、
年
長
等
、
日

替
わ
り
で
年
齢
の
違
う
組
に

入
っ
て
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

◆
馬
路
診
療
所
と

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

　
診
療
所
で
は
、
診
察
の
準
備

や
器
具
の
点
検
を
手
伝
っ
た
り

掃
除
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
入

浴
の
介
助
や
、
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
っ
た
り
、
送
迎
の
補

助
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
で
は
、「
働
く
」

と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
活

動
に
貢
献
で
き
、
自
分
的
に

も
成
長
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
教
え
て
み
て
、

き
つ
く
言
う
の
で
は
な
く
、

優
し
く
言
う
と
分
か
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

い
つ
で
も
優
し
く
同
じ
目
線

で
教
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
馬
路
小
学
校
で

　
各
学
級
に
日
替
わ
り
で
入
り
、

授
業
の
補
助
、
宿
題
や
提
出
物

の
点
検
や
丸
つ
け
な
ど
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

休
み
時
間
に
は
一
緒
に
遊
び
、

掃
除
も
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

1年生では読み聞かせもしました

「災害」について考えました

　
普
段
は
行
け
な
い
よ
う
な

山
を
登
っ
て
現
場
や
作
業
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
中

に
は
、
私
で
は
持
て
な
い
よ

う
な
大
き
な
石
を
手
作
業
で

積
む
な
ど
の
力
仕
事
を
し
て

い
る
人
も
い
て
、
と
て
も
体

力
が
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。

　
事
務
の
仕
事
は
、
一
日
中

座
っ
て
仕
事
を
す
る
の
で
そ

れ
も
疲
れ
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
の
仕
事
は
簡
単
だ
っ

た
け
れ
ど
、
従
業
員
さ
ん
は

聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
を

使
っ
て
、
難
し
い
資
料
を
見

な
が
ら
す
ば
や
く
作
業
を
し

て
い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
ど
の
作
業
も
簡
単
で
は
な

い
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

11月の建設業者はユズ採りも業務です
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上
奏
磨
さ
ん
・
清
岡
隼
斗
さ
ん

大
野
暖
人
さ
ん
・
式
部
更
紗
さ
ん

山
中
大
志
さ
ん

湯
浅
花
梨
さ
ん

門
田
伊
桜
里
さ
ん

関
メ
タ
丁
花
新
さ
ん

髙
橋
天
音
さ
ん

濵
渦

　幸
さ
ん

　
４
日
間
の
体
験
で
改

め
て
仕
事
の
辛
さ
や
楽

し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
従
業
員
の
皆
さ
ん
は

座
る
暇
も
な
く
、
料
理

を
作
っ
た
り
接
客
を
し

た
り
、
と
て
も
大
変
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
接
客
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
優
し
い
お

客
さ
ん
に
応
援
さ
れ
な

が
ら
、
緊
張
し
て
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
最
終

日
に
は
慣
れ
て
き
て
、

仕
事
を
手
伝
う
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

　
３
日
目
で
、
よ
う
や
く
仕

事
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
が
何
を
し
た
ら
い
い
か

な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
４
日
間
と
い
う
短
い
時
間

の
中
で
、
新
し
い
自
分
や
成

長
で
き
た
自
分
が
見
つ
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
が
、
み
ん
な
す

ご
く
か
わ
い
く
て
、
い
と
お

し
い
大
切
な
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
が
馬
路
保
育

所
に
い
た
と
き
も
、
こ
ん
な

気
持
ち
で
先
生
た
ち
は
接
し

て
く
れ
て
い
た
の
か
な
と
考

え
る
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ

と
は
楽
し
く
て
、
放
課
後
に

は
残
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
遊
び
ま
し
た
。
何
回
も
名

前
を
呼
ん
で
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
中
で
初
め
て
気
付
く

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ

れ
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
で

き
る
先
生
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
私
は
魚
梁
瀬
小
学
校
で
職

場
体
験
を
し
て
、
先
生
は
い

ろ
い
ろ
と
大
変
な
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
見

て
、
先
生
た
ち
の
工
夫
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
叱

る
こ
と
も
必
要
と
い
う
こ
と

も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
で
魚
梁
瀬
に
来

た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も

特
別
な
こ
と
は
せ
ず
、
平
等

に
接
す
る
こ
と
が
一
番
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
日
中
、
小
学
生
と
一
緒

に
い
て
先
生
の
楽
し
さ
が
知

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
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木
下
英
年
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津
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理

岩
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勝
則
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田
元
生
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中
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枦
山
民
夫

小
松
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固定資産評価審査委員会委員の選任について（清岡敬二）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

馬路村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について

職員の分限に関する手続及び効果等に関する条例の一部を改正する条例について

職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について
馬路村若者定住促進住宅の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例につ
いて
馬路村印鑑条例の一部を改正する条例について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村議会の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に
ついて
村長等に対する給料等の支給に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村立診療所医師の給与に関する条例の一部を改正する条例について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第6号）について

令和元年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村診療所特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第2号）について
馬路村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について
馬路村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について
馬路村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

12
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　

　令和元年12月定例会は、12月3日から6日までの4日間の会期で開催された。
　3日は行政報告など諸般の報告に続いて、固定資産評価審査委員会委員の選
任に同意し、その後23議案の提案説明が行われた。4日は議案精査のため休会
とした。
　5日は一般質問を5氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、令和元年度
各会計補正予算など23議案を可決し、会期を1日繰り上げて閉会した。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

一

般

質

問

　一
般
質
問
に

は
5
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

山
中
隆
　議
員

道
路
の
現
状
と
維
持
管
理
に
つ

い
て

問
　村
道
、
林
道
、
農
道
の
長

期
的
な
維
持
管
理
に
計
画
は
あ

る
の
か
。
全
体
と
し
て
道
路
の

傷
み
が
激
し
い
が
、
住
民
の
安

全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

答 

（
村
長
）

　国
道
、
県
道
、
市
町
村
道
に

お
い
て
は
5
年
ご
と
に
ト
ン
ネ

ル
と
橋
梁
の
点
検
が
義
務
付
け

ら
れ
、
本
村
で
も
村
道
の
橋
梁

部
分
は
点
検
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
基
に
橋
梁
の
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
た
。
今
後
、
村

道
は
構
造
物
で
あ
る
擁
壁
、
側

溝
、
舗
装
等
の
点
検
も
行
い
、

整
備
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
林
道
も
現
在
、

橋
梁
を
点
検
中
で
、
農
道
は
特

に
基
幹
産
業
で
あ
る
ユ
ズ
の
原

料
確
保
や
農
業
者
ら
の
労
働
軽

減
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
要
望

に
沿
っ
て
積
極
的
に
整
備
す
る
。

本
村
の
村
道
、
林
道
、
農
道
は

開
設
か
ら
相
当
経
過
し
て
い
る

第159号
●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つい
て

　清
岡
敬
二
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
再
任
に
同
意
し
た
。

清岡　敬二（71歳）馬路
任期：令和元年12月17日から
　　　 4年間

道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

状
況
で
、
過
去
5
年
間
の
維
持

管
理
費
を
見
て
み
る
と
、
平
均

し
て
村
道
が
6
6
0
万
円
、
林

道
が
約
9
6
0
万
円
、
農
道
が

約
2
5
0
万
円
と
な
っ
て
お
り

村
の
財
政
上
、
決
し
て
少
な
い

金
額
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

点
検
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画

を
立
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
。

　村
道
、
林
道
、
農
道
の
一
本

一
本
が
村
民
の
生
活
を
支
え
、

産
業
の
振
興
に
資
す
る
重
要
な

道
だ
と
考
え
て
い
る
。
豪
雨
や

災
害
等
の
発
生
後
に
は
し
っ
か

り
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
状

況
把
握
に
努
め
、
村
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
村
民
の
生

活
や
産
業
面
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
緊
急
性
・
必
要
性
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
、
最
大
限

に
対
応
す
る
。

枦
山
民
夫
　議
員

水
道
の
検
針
に
つ
い
て

問
　水
道
の
検
針
委
託
料
を
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
が
、

職
員
が
検
針
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
度
も
含
め
た
水
道
検
針
の

体
制
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　今
年
度
の
簡
易
水
道
事
業
は
、

人
事
異
動
に
よ
り
新
た
な
担
当

職
員
が
4
月
、
6
月
、
8
月
分

の
検
針
を
行
い
、
10
月
か
ら
民

間
の
水
道
業
者
に
馬
路
地
区
の

検
針
分
に
つ
い
て
の
み
委
託
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
使
用
期

限
が
到
来
す
る
量
水
器
の
更
新

手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
検

針
時
に
住
民
へ
の
声
が
け
に
よ

る
安
否
確
認
や
、
水
道
工
事
に

関
す
る
相
談
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
道
検
針
業
務
に
つ
い
て
は
、

中
芸
地
区
4
町
村
す
べ
て
が
民

間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
本
村
も
委
託
を
継

続
す
る
。
外
部
委
託
を
す
る
業

務
を
、
例
え
ば
村
民
が
担
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
新
た
な
雇
用
に

つ
な
が
る
も
の
と
一
層
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。

診
察
日
の
確
保
に
つ
い
て

問
　診
療
所
の
医
師
が
不
在
の

場
合
、
代
診
医
師
の
確
保
を
要

す
る
が
、
村
民
の
安
全
安
心
な

生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
代
診

の
日
数
や
時
間
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　馬
路
村
で
は
、
診
療
所
医
師

が
不
在
と
な
る
場
合
に
は
、
診

療
予
約
を
調
整
し
て
代
診
日
程

を
決
定
し
、
「
高
知
県
へ
き
地

医
療
支
援
機
構
」
に
医
師
派
遣

の
調
整
を
申
請
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
機
構
が
近
隣
の
高
知
県
立

あ
き
総
合
病
院
や
高
知
医
療
セ

ン
タ
ー
等
の
医
師
の
日
程
を
調

整
し
、
そ
こ
か
ら
代
診
医
師
が

派
遣
さ
れ
る
。
し
か
し
、
派
遣

元
病
院
の
都
合
が
優
先
さ
れ
る

た
め
、
代
診
の
日
数
や
時
間
が

本
村
の
希
望
よ
り
も
縮
小
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　そ
の
原
因
と
し
て
、
医
師
不

足
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
村

は
四
万
十
町
や
本
山
町
、
大
月

町
、
い
の
町
な
ど
と
と
も
に

「
へ
き
地
医
療
協
議
会
」
に
加

入
し
、
医
師
の
確
保
に
努
め
て

い
る
が
、
都
市
部
の
医
療
機
関

で
実
務
と
研
修
を
重
ね
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
医
師
が
多

い
。
山
村
部
で
は
医
師
数
が
少

な
く
、
休
み
を
取
得
し
づ
ら
い

と
い
う
状
況
が
、
さ
ら
に
医
師

不
足
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　医
師
1
人
当
た
り
の
患
者
数

が
県
平
均
と
比
べ
て
少
な
い
馬

路
村
の
診
療
所
で
は
、
「
へ
き

地
医
療
協
議
会
」
か
ら
の
医
師

常
駐
が
打
ち
切
ら
れ
、
高
知
県

立
あ
き
総
合
病
院
か
ら
の
派
遣

医
師
に
よ
る
定
期
診
察
に
切
り

替
わ
る
と
い
う
可
能
性
す
ら
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
た
め
に
も
、
村
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
高
知
大
学
医

学
部
の
家
庭
医
道
場
の
取
組
な

ど
に
協
力
し
、
へ
き
地
医
療
協

議
会
に
所
属
す
る
医
師
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
。

広報うまじ311号 ̶̶̶̶（6広報うまじ311号 ̶̶̶̶（7

■
11
月
29
日

　令
和
元
年
第
9
回
定
例
会
の

日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、
執
行

部
提
出
予
定
の
議
案
等
に
よ
り
、

会
期
を
12
月
3
日
か
ら
6
日
ま

で
の
4
日
間
と
し
、
4
日
は
議

案
精
査
の
た
め
休
会
と
し
た
。

■
12
月
4
日

　県
道
12
号
安
田
東
洋
線
（
明

神
口
ト
ン
ネ
ル
工
事
）
の
工
事

概
要
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
と

施
工
方
法
等
に
つ
い
て
現
地
視

察
を
し
た
。



結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中

　隆

枦
山
民
夫

小
松

　博
同意議案第1号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

令和元年第9回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表 ○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長
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固定資産評価審査委員会委員の選任について（清岡敬二）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

馬路村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について

職員の分限に関する手続及び効果等に関する条例の一部を改正する条例について

職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について
馬路村若者定住促進住宅の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例につ
いて
馬路村印鑑条例の一部を改正する条例について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
馬路村議会の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に
ついて
村長等に対する給料等の支給に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村立診療所医師の給与に関する条例の一部を改正する条例について

一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第6号）について

令和元年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村診療所特別会計補正予算（第3号）について

令和元年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第2号）について
馬路村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について
馬路村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について
馬路村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

12
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　

　令和元年12月定例会は、12月3日から6日までの4日間の会期で開催された。
　3日は行政報告など諸般の報告に続いて、固定資産評価審査委員会委員の選
任に同意し、その後23議案の提案説明が行われた。4日は議案精査のため休会
とした。
　5日は一般質問を5氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、令和元年度
各会計補正予算など23議案を可決し、会期を1日繰り上げて閉会した。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

一

般

質

問

　一
般
質
問
に

は
5
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

山
中
隆
　議
員

道
路
の
現
状
と
維
持
管
理
に
つ

い
て

問
　村
道
、
林
道
、
農
道
の
長

期
的
な
維
持
管
理
に
計
画
は
あ

る
の
か
。
全
体
と
し
て
道
路
の

傷
み
が
激
し
い
が
、
住
民
の
安

全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

今
後
の
対
応
策
を
問
う
。

答 

（
村
長
）

　国
道
、
県
道
、
市
町
村
道
に

お
い
て
は
5
年
ご
と
に
ト
ン
ネ

ル
と
橋
梁
の
点
検
が
義
務
付
け

ら
れ
、
本
村
で
も
村
道
の
橋
梁

部
分
は
点
検
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
基
に
橋
梁
の
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
た
。
今
後
、
村

道
は
構
造
物
で
あ
る
擁
壁
、
側

溝
、
舗
装
等
の
点
検
も
行
い
、

整
備
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
林
道
も
現
在
、

橋
梁
を
点
検
中
で
、
農
道
は
特

に
基
幹
産
業
で
あ
る
ユ
ズ
の
原

料
確
保
や
農
業
者
ら
の
労
働
軽

減
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
要
望

に
沿
っ
て
積
極
的
に
整
備
す
る
。

本
村
の
村
道
、
林
道
、
農
道
は

開
設
か
ら
相
当
経
過
し
て
い
る

第159号
●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つい
て

　清
岡
敬
二
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
再
任
に
同
意
し
た
。

清岡　敬二（71歳）馬路
任期：令和元年12月17日から
　　　 4年間

道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

状
況
で
、
過
去
5
年
間
の
維
持

管
理
費
を
見
て
み
る
と
、
平
均

し
て
村
道
が
6
6
0
万
円
、
林

道
が
約
9
6
0
万
円
、
農
道
が

約
2
5
0
万
円
と
な
っ
て
お
り

村
の
財
政
上
、
決
し
て
少
な
い

金
額
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、

点
検
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画

を
立
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
。

　村
道
、
林
道
、
農
道
の
一
本

一
本
が
村
民
の
生
活
を
支
え
、

産
業
の
振
興
に
資
す
る
重
要
な

道
だ
と
考
え
て
い
る
。
豪
雨
や

災
害
等
の
発
生
後
に
は
し
っ
か

り
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
状

況
把
握
に
努
め
、
村
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
村
民
の
生

活
や
産
業
面
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
緊
急
性
・
必
要
性
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
、
最
大
限

に
対
応
す
る
。

枦
山
民
夫
　議
員

水
道
の
検
針
に
つ
い
て

問
　水
道
の
検
針
委
託
料
を
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
が
、

職
員
が
検
針
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
度
も
含
め
た
水
道
検
針
の

体
制
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　今
年
度
の
簡
易
水
道
事
業
は
、

人
事
異
動
に
よ
り
新
た
な
担
当

職
員
が
4
月
、
6
月
、
8
月
分

の
検
針
を
行
い
、
10
月
か
ら
民

間
の
水
道
業
者
に
馬
路
地
区
の

検
針
分
に
つ
い
て
の
み
委
託
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
使
用
期

限
が
到
来
す
る
量
水
器
の
更
新

手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
検

針
時
に
住
民
へ
の
声
が
け
に
よ

る
安
否
確
認
や
、
水
道
工
事
に

関
す
る
相
談
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
道
検
針
業
務
に
つ
い
て
は
、

中
芸
地
区
4
町
村
す
べ
て
が
民

間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
本
村
も
委
託
を
継

続
す
る
。
外
部
委
託
を
す
る
業

務
を
、
例
え
ば
村
民
が
担
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
新
た
な
雇
用
に

つ
な
が
る
も
の
と
一
層
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。

診
察
日
の
確
保
に
つ
い
て

問
　診
療
所
の
医
師
が
不
在
の

場
合
、
代
診
医
師
の
確
保
を
要

す
る
が
、
村
民
の
安
全
安
心
な

生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
代
診

の
日
数
や
時
間
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　馬
路
村
で
は
、
診
療
所
医
師

が
不
在
と
な
る
場
合
に
は
、
診

療
予
約
を
調
整
し
て
代
診
日
程

を
決
定
し
、
「
高
知
県
へ
き
地

医
療
支
援
機
構
」
に
医
師
派
遣

の
調
整
を
申
請
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
機
構
が
近
隣
の
高
知
県
立

あ
き
総
合
病
院
や
高
知
医
療
セ

ン
タ
ー
等
の
医
師
の
日
程
を
調

整
し
、
そ
こ
か
ら
代
診
医
師
が

派
遣
さ
れ
る
。
し
か
し
、
派
遣

元
病
院
の
都
合
が
優
先
さ
れ
る

た
め
、
代
診
の
日
数
や
時
間
が

本
村
の
希
望
よ
り
も
縮
小
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　そ
の
原
因
と
し
て
、
医
師
不

足
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
村

は
四
万
十
町
や
本
山
町
、
大
月

町
、
い
の
町
な
ど
と
と
も
に

「
へ
き
地
医
療
協
議
会
」
に
加

入
し
、
医
師
の
確
保
に
努
め
て

い
る
が
、
都
市
部
の
医
療
機
関

で
実
務
と
研
修
を
重
ね
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
医
師
が
多

い
。
山
村
部
で
は
医
師
数
が
少

な
く
、
休
み
を
取
得
し
づ
ら
い

と
い
う
状
況
が
、
さ
ら
に
医
師

不
足
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　医
師
1
人
当
た
り
の
患
者
数

が
県
平
均
と
比
べ
て
少
な
い
馬

路
村
の
診
療
所
で
は
、
「
へ
き

地
医
療
協
議
会
」
か
ら
の
医
師

常
駐
が
打
ち
切
ら
れ
、
高
知
県

立
あ
き
総
合
病
院
か
ら
の
派
遣

医
師
に
よ
る
定
期
診
察
に
切
り

替
わ
る
と
い
う
可
能
性
す
ら
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
た
め
に
も
、
村
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
高
知
大
学
医

学
部
の
家
庭
医
道
場
の
取
組
な

ど
に
協
力
し
、
へ
き
地
医
療
協

議
会
に
所
属
す
る
医
師
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
。
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■
11
月
29
日

　令
和
元
年
第
9
回
定
例
会
の

日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、
執
行

部
提
出
予
定
の
議
案
等
に
よ
り
、

会
期
を
12
月
3
日
か
ら
6
日
ま

で
の
4
日
間
と
し
、
4
日
は
議

案
精
査
の
た
め
休
会
と
し
た
。

■
12
月
4
日

　県
道
12
号
安
田
東
洋
線
（
明

神
口
ト
ン
ネ
ル
工
事
）
の
工
事

概
要
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
と

施
工
方
法
等
に
つ
い
て
現
地
視

察
を
し
た
。



広報うまじ311号 ̶̶̶̶（8

小
松
博
　議
員

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
村
で
は
近
年
農
作
物
へ
の

鳥
獣
被
害
が
多
く
、
地
元
の
猟

友
会
員
に
よ
り
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昨
年

度
の
鳥
獣
の
捕
獲
数
と
今
後
の

対
応
策
を
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
平
成
30
年
度
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
数
は
シ
カ
2
1
2
頭
、
サ

ル
5
頭
、
サ
ギ
3
羽
と
な
っ
て

お
り
、
シ
カ
の
捕
獲
数
は
こ
こ

数
年
2
0
0
頭
前
後
を
推
移
し

て
い
る
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

は
、
国
県
の
補
助
事
業
に
、
村

単
独
事
業
も
加
え
て
報
償
金
を

交
付
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
の
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
」
を
活
用
し
、
農
地

や
ユ
ズ
園
に
シ
カ
等
が
侵
入
で

き
な
い
よ
う
に
、
昨
年
度
も
防

護
柵
を
2
4
2
5
ｍ
設
置
し
て

い
る
。
最
近
で
は
、
サ
ル
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に

は
一
度
に
20
か
ら
30
頭
の
サ
ル

の
群
れ
を
捕
獲
す
る
巨
大
な
檻

を
購
入
し
、
駆
除
対
策
を
行
う

計
画
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

猟
友
会
の
人
員
確
保
と
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
県

内
外
の
先
進
事
例
を
研
究
し
て
、

よ
り
有
効
な
鳥
獣
被
害
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

岡
田
元
生
　議
員

行
政
施
策
の
評
価
・
検
証
と
構

想
に
つ
い
て

問
　
本
年
度
の
馬
路
村
行
政
方

針
の
基
本
施
策
や
重
点
施
策
及

び
本
年
度
予
算
計
上
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
、
今
年
の
進
捗
を

踏
ま
え
た
次
年
度
の
取
り
組
み

の
構
想
や
行
政
方
針
の
策
定
を

開
始
す
る
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
就
任
し
た
山
﨑
村
政
の

こ
れ
ま
で
の
評
価
及
び
検
証
と

次
年
度
へ
の
構
想
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
就
任
以
降
、
対
話
・
防
災
・

学
び
・
暮
ら
し
の
四
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
基
づ
き
施
策
を
行
っ

て
き
た
。
議
会
や
村
民
と
の
行

政
懇
談
会
や
各
種
団
体
と
の
懇

談
を
通
じ
て
「
対
話
」
を
行
っ

た
。
「
防
災
」
で
は
、
住
宅
の

耐
震
化
助
成
の
か
さ
上
げ
、
各

家
庭
の
火
災
対
策
と
し
て
の
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
各
自

主
防
災
組
織
の
強
化
に
よ
る
防

災
訓
練
の
充
実
、
台
風
等
の
水

害
対
策
の
た
め
の
役
場
の
組
織

管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、
一

定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。

「
学
び
」
で
は
、
学
校
教
育
と

の
関
わ
り
で
総
合
教
育
会
議
の

定
期
開
催
が
で
き
ず
、
社
会
教

育
面
の
取
り
組
み
も
不
十
分
で

あ
り
反
省
し
て
い
る
。
「
暮
ら

し
」
で
は
、
福
祉
・
医
療
部
門

の
全
体
構
想
が
持
て
ず
、
広
域

組
織
と
の
連
携
を
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
産
業
振
興
関
係

で
は
、
ユ
ズ
加
工
産
業
の
売
り

上
げ
の
減
少
や
各
種
団
体
の
人

材
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
人
口
減
で
も

人
材
増
と
な
る
多
様
性
を
尊
重

す
る
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
人
口
は
自
然
減
に

加
え
て
社
会
減
も
続
い
て
お
り
、

人
口
減
少
は
想
像
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
新
た
な
人
材
に
よ
る

風
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
特
別

村
民
と
の
交
流
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
関
係
人
口
の
増
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
次
年
度
の
構
想
で
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
る
里

山
の
復
活
に
力
を
入
れ
た
い
。

具
体
的
に
は
、
馬
路
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
三
宝
山

と
平
瀬
対
岸
の
村
有
林
の
整
備

を
モ
デ
ル
化
し
広
げ
て
い
く
。

ま
た
、
人
材
確
保
で
は
、
限
界

集
落
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
人

材
派
遣
を
行
う
協
同
組
合
の
設

立
を
可
能
に
す
る
法
案
を
研
究

し
、
ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
受
け

皿
と
な
る
団
体
を
設
立
し
た
り
、

観
光
地
域
作
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

設
立
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の

増
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
に
ぎ
や
か
な
過

疎
地
、
馬
路
村
を
実
現
す
る
た

め
に
、
各
種
事
業
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

問
　
平
成
28
年
3
月
に
立
て
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
の
基
本
目
標
で
あ
る
本
村
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
45
年
後
の

目
標
値
は
6
0
0
人
で
あ
る
。

平
成
28
年
4
月
か
ら
令
和
元
年

9
月
末
ま
で
の
3
年
5
カ
月
間

の
人
口
を
集
計
し
て
み
た
が
、

出
生
15
人
、
転
入
1
2
9
人
、

死
亡
55
人
、
転
出
1
4
1
人
。

自
然
減
40
人
、
社
会
減
は
12
人

と
な
り
人
口
は
合
計
で
52
人
が

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の

減
少
率
1
・
6
5
%
か
ら
単
純

に
45
年
後
に
当
て
は
め
た
人
口

は
、
わ
た
し
の
試
算
で
は

4
5
0
人
弱
と
な
っ
た
。
人
口

減
少
な
ど
村
を
取
り
巻
く
厳
し

い
状
況
に
向
け
て
、
計
画
実
行

の
検
証
に
よ
る
改
善
を
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
成
果
は
期
待
で
き
な
い
。

次
年
度
に
向
け
、
効
果
的
な
地

方
創
生
な
ど
の
施
策
の
策
定
と

実
行
を
さ
れ
た
い
。

答
（
村
長
）

　
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
は
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
社
会
減

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
営
林
署

の
基
幹
作
業
員
の
再
雇
用
期
間

が
終
わ
り
、
転
出
し
た
方
が
多

か
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
分
析

し
て
い
る
。
定
住
意
識
を
し
っ

か
り
と
持
っ
た
新
た
な
人
材
を

受
け
入
れ
る
取
り
組
み
と
人
口

対
策
、
そ
し
て
村
民
全
員
が
温

か
さ
と
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る

村
づ
く
り
を
同
時
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

皆
津
由
理
　議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

と
普
及
に
つ
い
て

問
　
平
成
28
年
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
活

用
方
法
が
い
ま
だ
広
が
っ
て
お

ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
率
が
日
本
で
一
番
低
い
市

町
村
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
村
は
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。
　

　
ま
た
、
カ
ー
ド
の
普
及
に
伴

い
個
人
情
報
を
悪
用
さ
れ
ぬ
よ

う
啓
発
も
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
策

を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
国
は
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
3
分
野
で
複
数
の
機
関

に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。

　
既
に
国
か
ら
村
民
全
員
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
て
い

る
が
、
本
村
に
お
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
率

が
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
あ
っ
た
。

国
は
今
後
、
カ
ー
ド
に
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
機
能
を
持
た

せ
て
普
及
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

や
作
成
手
続
き
の
勉
強
会
を
行

う
な
ど
普
及
・
啓
発
を
し
、
そ

の
時
に
村
民
の
皆
さ
ん
が
慌
て

な
い
よ
う
準
備
を
し
て
い
き
た

い
。

広報うまじ311号 ̶̶̶̶（9

進化する県道１２号安田東洋線‼
～明神口トンネル工事の今～

●県道１２号安田東洋線について
　主要地方道県道１２号安田東洋線は、高知
県安田町の国道５５号を起点として、馬路村
を経由し、北川村の国道４９３号を結ぶ延長
約４２.７キロメートルの幹線道路です。また、
当路線は住民にとって産業・経済・福祉等、
生活に密着した大変重要な道路です。

●明神口トンネル工事進捗中！
　現在、安田町小川にて待望の「明神口トン
ネル工事」が順調に進んでいます。当路線は、
落石崩壊の危険箇所が多く存在し、また延長
の約８割が事前通行規制区間に指定されてお
り、大雨や災害のたびに道路が寸断されてい
る状況です。
　その状況の中、安田町小川工区の明神口ト
ンネル工事が昨年から始まり、事業費は、今
のところ約１５億円で整備中です。トンネル
の工事延長は、６７９メートルとなっており、
令和２年１月３０日現在で４４３メートルま
で掘削が進んでいます。トンネルの貫通は、
このまま順調に工事が進んだ場合、今年の７月頃の予定です。
　その後、トンネル内の舗装工事や照明・防災設備の設置工事、トンネルの両側の坑口の道の整備を経
て、令和４年度末の供用開始を目指して工事を進めていく予定となっています。

　安田町小川工区の明神口トンネル工事により、蛇行
する現道の約１.４８キロメートルの狭い道を、０.６８
キロメートルで結ぶことができ、所要時間は３分から
１分に短縮できる見込みです。自動車がスムーズに通
れ、安全安心が確保され、利便性も大きく向上するこ
ととなります。一方、北川村久木工区においては、犬
吠橋の新バイパス工事（新犬吠橋　全長１０１メート
ル）に今年の３月頃から着手予定です。ますます便利
になる県道１２号安田東洋線、早く整備が進むことが
期待されます。

▲ 明神口トンネルの平面図

▲▼トンネル内掘削作業の様子

◀ 

ト
ン
ネ
ル
完
成
時
の
幅
員

　 

構
成
図

（問い合わせ先）
　馬路村役場　産業建設課
　　　　　　　　⑧４４-２３３６
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小
松
博
　議
員

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
村
で
は
近
年
農
作
物
へ
の

鳥
獣
被
害
が
多
く
、
地
元
の
猟

友
会
員
に
よ
り
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昨
年

度
の
鳥
獣
の
捕
獲
数
と
今
後
の

対
応
策
を
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
平
成
30
年
度
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
数
は
シ
カ
2
1
2
頭
、
サ

ル
5
頭
、
サ
ギ
3
羽
と
な
っ
て

お
り
、
シ
カ
の
捕
獲
数
は
こ
こ

数
年
2
0
0
頭
前
後
を
推
移
し

て
い
る
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

は
、
国
県
の
補
助
事
業
に
、
村

単
独
事
業
も
加
え
て
報
償
金
を

交
付
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
の
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
」
を
活
用
し
、
農
地

や
ユ
ズ
園
に
シ
カ
等
が
侵
入
で

き
な
い
よ
う
に
、
昨
年
度
も
防

護
柵
を
2
4
2
5
ｍ
設
置
し
て

い
る
。
最
近
で
は
、
サ
ル
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に

は
一
度
に
20
か
ら
30
頭
の
サ
ル

の
群
れ
を
捕
獲
す
る
巨
大
な
檻

を
購
入
し
、
駆
除
対
策
を
行
う

計
画
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

猟
友
会
の
人
員
確
保
と
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
県

内
外
の
先
進
事
例
を
研
究
し
て
、

よ
り
有
効
な
鳥
獣
被
害
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

岡
田
元
生
　議
員

行
政
施
策
の
評
価
・
検
証
と
構

想
に
つ
い
て

問
　
本
年
度
の
馬
路
村
行
政
方

針
の
基
本
施
策
や
重
点
施
策
及

び
本
年
度
予
算
計
上
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
、
今
年
の
進
捗
を

踏
ま
え
た
次
年
度
の
取
り
組
み

の
構
想
や
行
政
方
針
の
策
定
を

開
始
す
る
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
就
任
し
た
山
﨑
村
政
の

こ
れ
ま
で
の
評
価
及
び
検
証
と

次
年
度
へ
の
構
想
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
就
任
以
降
、
対
話
・
防
災
・

学
び
・
暮
ら
し
の
四
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
基
づ
き
施
策
を
行
っ

て
き
た
。
議
会
や
村
民
と
の
行

政
懇
談
会
や
各
種
団
体
と
の
懇

談
を
通
じ
て
「
対
話
」
を
行
っ

た
。
「
防
災
」
で
は
、
住
宅
の

耐
震
化
助
成
の
か
さ
上
げ
、
各

家
庭
の
火
災
対
策
と
し
て
の
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
各
自

主
防
災
組
織
の
強
化
に
よ
る
防

災
訓
練
の
充
実
、
台
風
等
の
水

害
対
策
の
た
め
の
役
場
の
組
織

管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、
一

定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。

「
学
び
」
で
は
、
学
校
教
育
と

の
関
わ
り
で
総
合
教
育
会
議
の

定
期
開
催
が
で
き
ず
、
社
会
教

育
面
の
取
り
組
み
も
不
十
分
で

あ
り
反
省
し
て
い
る
。
「
暮
ら

し
」
で
は
、
福
祉
・
医
療
部
門

の
全
体
構
想
が
持
て
ず
、
広
域

組
織
と
の
連
携
を
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
産
業
振
興
関
係

で
は
、
ユ
ズ
加
工
産
業
の
売
り

上
げ
の
減
少
や
各
種
団
体
の
人

材
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
人
口
減
で
も

人
材
増
と
な
る
多
様
性
を
尊
重

す
る
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
人
口
は
自
然
減
に

加
え
て
社
会
減
も
続
い
て
お
り
、

人
口
減
少
は
想
像
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
新
た
な
人
材
に
よ
る

風
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
特
別

村
民
と
の
交
流
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
関
係
人
口
の
増
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
次
年
度
の
構
想
で
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
る
里

山
の
復
活
に
力
を
入
れ
た
い
。

具
体
的
に
は
、
馬
路
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
三
宝
山

と
平
瀬
対
岸
の
村
有
林
の
整
備

を
モ
デ
ル
化
し
広
げ
て
い
く
。

ま
た
、
人
材
確
保
で
は
、
限
界

集
落
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
人

材
派
遣
を
行
う
協
同
組
合
の
設

立
を
可
能
に
す
る
法
案
を
研
究

し
、
ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
受
け

皿
と
な
る
団
体
を
設
立
し
た
り
、

観
光
地
域
作
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

設
立
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の

増
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
に
ぎ
や
か
な
過

疎
地
、
馬
路
村
を
実
現
す
る
た

め
に
、
各
種
事
業
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

問
　
平
成
28
年
3
月
に
立
て
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
の
基
本
目
標
で
あ
る
本
村
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
45
年
後
の

目
標
値
は
6
0
0
人
で
あ
る
。

平
成
28
年
4
月
か
ら
令
和
元
年

9
月
末
ま
で
の
3
年
5
カ
月
間

の
人
口
を
集
計
し
て
み
た
が
、

出
生
15
人
、
転
入
1
2
9
人
、

死
亡
55
人
、
転
出
1
4
1
人
。

自
然
減
40
人
、
社
会
減
は
12
人

と
な
り
人
口
は
合
計
で
52
人
が

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の

減
少
率
1
・
6
5
%
か
ら
単
純

に
45
年
後
に
当
て
は
め
た
人
口

は
、
わ
た
し
の
試
算
で
は

4
5
0
人
弱
と
な
っ
た
。
人
口

減
少
な
ど
村
を
取
り
巻
く
厳
し

い
状
況
に
向
け
て
、
計
画
実
行

の
検
証
に
よ
る
改
善
を
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
成
果
は
期
待
で
き
な
い
。

次
年
度
に
向
け
、
効
果
的
な
地

方
創
生
な
ど
の
施
策
の
策
定
と

実
行
を
さ
れ
た
い
。

答
（
村
長
）

　
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
は
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
社
会
減

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
営
林
署

の
基
幹
作
業
員
の
再
雇
用
期
間

が
終
わ
り
、
転
出
し
た
方
が
多

か
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
分
析

し
て
い
る
。
定
住
意
識
を
し
っ

か
り
と
持
っ
た
新
た
な
人
材
を

受
け
入
れ
る
取
り
組
み
と
人
口

対
策
、
そ
し
て
村
民
全
員
が
温

か
さ
と
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る

村
づ
く
り
を
同
時
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

皆
津
由
理
　議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

と
普
及
に
つ
い
て

問
　
平
成
28
年
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
活

用
方
法
が
い
ま
だ
広
が
っ
て
お

ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
率
が
日
本
で
一
番
低
い
市

町
村
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
村
は
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。
　

　
ま
た
、
カ
ー
ド
の
普
及
に
伴

い
個
人
情
報
を
悪
用
さ
れ
ぬ
よ

う
啓
発
も
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
策

を
問
う
。

答
（
村
長
）

　
国
は
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
3
分
野
で
複
数
の
機
関

に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。

　
既
に
国
か
ら
村
民
全
員
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
て
い

る
が
、
本
村
に
お
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
率

が
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
あ
っ
た
。

国
は
今
後
、
カ
ー
ド
に
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
機
能
を
持
た

せ
て
普
及
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

や
作
成
手
続
き
の
勉
強
会
を
行

う
な
ど
普
及
・
啓
発
を
し
、
そ

の
時
に
村
民
の
皆
さ
ん
が
慌
て

な
い
よ
う
準
備
を
し
て
い
き
た

い
。
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進化する県道１２号安田東洋線‼
～明神口トンネル工事の今～

●県道１２号安田東洋線について
　主要地方道県道１２号安田東洋線は、高知
県安田町の国道５５号を起点として、馬路村
を経由し、北川村の国道４９３号を結ぶ延長
約４２.７キロメートルの幹線道路です。また、
当路線は住民にとって産業・経済・福祉等、
生活に密着した大変重要な道路です。

●明神口トンネル工事進捗中！
　現在、安田町小川にて待望の「明神口トン
ネル工事」が順調に進んでいます。当路線は、
落石崩壊の危険箇所が多く存在し、また延長
の約８割が事前通行規制区間に指定されてお
り、大雨や災害のたびに道路が寸断されてい
る状況です。
　その状況の中、安田町小川工区の明神口ト
ンネル工事が昨年から始まり、事業費は、今
のところ約１５億円で整備中です。トンネル
の工事延長は、６７９メートルとなっており、
令和２年１月３０日現在で４４３メートルま
で掘削が進んでいます。トンネルの貫通は、
このまま順調に工事が進んだ場合、今年の７月頃の予定です。
　その後、トンネル内の舗装工事や照明・防災設備の設置工事、トンネルの両側の坑口の道の整備を経
て、令和４年度末の供用開始を目指して工事を進めていく予定となっています。

　安田町小川工区の明神口トンネル工事により、蛇行
する現道の約１.４８キロメートルの狭い道を、０.６８
キロメートルで結ぶことができ、所要時間は３分から
１分に短縮できる見込みです。自動車がスムーズに通
れ、安全安心が確保され、利便性も大きく向上するこ
ととなります。一方、北川村久木工区においては、犬
吠橋の新バイパス工事（新犬吠橋　全長１０１メート
ル）に今年の３月頃から着手予定です。ますます便利
になる県道１２号安田東洋線、早く整備が進むことが
期待されます。

▲ 明神口トンネルの平面図

▲▼トンネル内掘削作業の様子

◀ 

ト
ン
ネ
ル
完
成
時
の
幅
員

　 

構
成
図

（問い合わせ先）
　馬路村役場　産業建設課
　　　　　　　　⑧４４-２３３６



　インフルエンザウイルスが、のどや気管支、
肺で感染・増殖することにより発症します。普
通の風邪よりも急激に発症し、症状が重いのが
特徴です。１～３日間の潜伏期間の後、38℃以
上の高熱・関節痛・筋肉痛・倦怠感などの全身
症状が現れます。少し遅れて、のどの痛みや鼻
水、せきなどの呼吸器症状が現れます。通常は、
その症状が３～７日間続いた後、治癒に向かい
ます。しかし、インフルエンザウイルスにより、
肺炎や脳炎などを併発して重症化する場合もあ
ります。

薬物療法
　抗インフルエンザウイルス薬を服用すること
で、ウイルスの増殖を抑え、病気の期間を短く
することができます。しかし、増殖スピードが
速く、発症後48時間以内に服用しないと、薬の
効果が現れにくくなります。そのため、症状が
現れてから12～48時間の間に、医療機関でイン
フルエンザの検査を受け、薬を服用することが
重要です。
一般療法
　安静にして休養をとり、特に睡眠を十分にと
ってください。発熱による脱水にならないよう、
経口補水液やお茶、スープなどでしっかり水分
補給することが治療の基本です。
　周囲に感染を広げないため、感染した人はマ
スクを着用し、拡散防止に努めます。また、症
状が軽快してから２日（幼児は３日）ほどたつ
までは、通勤や通学を控えましょう。

インフルエンザとは？
人が多く集まる場所を避ける
　インフルエンザは、感染した人のせきなどに
含まれる唾液や鼻水が小さな水滴となって飛び
散ったものを吸い込むことで感染（飛沫感染）
しますが、そのしぶきが手について口などから
感染（接触感染）する場合もあります。このた
め、できるだけ人が密集した場所には近づかな
いのが第一の予防です。やむを得ず外出すると
きは、マスクを着用しましょう。

正しいマスクの着用

外出後の手洗い・うがい
　飛沫感染や接触感染により、ウイルスはのど
や手などに付着します。混み合った場所では、
ウイルスが空気中に漂い、知らないうちに持ち
帰ってしまいます。帰宅後には、石鹸で手を洗
い、うがいも習慣づけ
るようにしましょう。

部屋の保温と加湿
　気温が低いと、鼻・のど・気管などの病原体
に対する防御力が低下します。このため、部屋
を20～25℃程度に暖かくすることは、インフル
エンザの予防に効果的です。また、ウイルスの
空気中での活動や感染を抑えるために、加湿器
などで室内の湿度を50～60％に保ちます。
日ごろの体調管理
　普段から十分な睡眠をとり、バランスのよい
食生活を心がけましょう。日ごろから体調を万
全にして免疫力を高めておけば、もしインフル
エンザに感染しても、軽い症状で終わらせるこ
とができます。

インフルエンザを予防するには？

インフルエンザにかかったら？

インフルエンザの流行の季節です！
ー　うつさない・もらわない　－

熱が下がっても
最低２日間は
自宅で療養！

 

魚梁瀬ふるさと応援隊の連絡先

魚梁瀬多目的施設内  　TEL： 0887-42-2001　　メール： o-yanase@mc.pikara.ne.jp

☆ Facebook 「魚梁瀬ふるさと応援隊」　　Instagram「yanase_oentai」で検索してください☆

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
私

の
近
況
に
つ
い
て
書
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、
11
月
に
高
知
市
鏡
川
み

ど
り
の
広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
土
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
に
、
馬
路
の
協
力
隊
の
大
塚
さ

ん
と
永
田
さ
ん
と
共
に
出
品
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
目
玉
商
品

と
し
て
出
品
し
た
の
は
魚
梁
瀬
杉
の

ゴ
ブ
レ
ッ
ト
で
す
。
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
と

い
う
と
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
要
は
脚
付
き
の
杯

の
こ
と
で
す
。
何
を
飲
む
の
に
も
使

え
ま
す
が
、
私
の
お
す
す
め
は
ビ
ー

ル
で
す
。
注

ぐ
と
泡
立
ち

も
よ
く
、
ビ

ー
ル
の
香
り

と
杉
の
香
り

が
合
わ
さ
っ

て
よ
り
お
い

し
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
だ

ゴ
ブ
レ
ッ
ト

の
量
産
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
ぜ
ひ
杉
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
を
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
12
月
は
、
森
の
風
番
人
協

会
会
員
の
方
へ
送
っ
て
い
る
森
の
香

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

ゆ
ず
の
木
と
杉
の
傘
マ
ー
カ
ー
と
杉

の
バ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
を
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
材
料
は
、
馬
路
林
材
加
工
協
同

組
合
で
出
た
端
材
と
、
ユ
ズ
の
剪
定

な
ど
で
出
た
材
料
で
作
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
端
材
や
剪
定
材
を
使
う
こ

隊
員

　大
塚

　季
里
亜

隊
員

　原
田

　雄
輔

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

▶
昨
年
ふ
る
さ
と
祭
り
で
今
ま
で
作
っ
た

　
皿
や
盆
を
販
売
す
る
風
景

　
い
つ
の
間
に
か
馬
路
村
で
過
ご

す
冬
も
３
度
目
を
迎
え
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
て
暖
か
い
か
ら
か
、

こ
の
時
期
で
も
家
の
中
で
は
小
さ

な
ム
カ
デ
が
落
ち
て
お
り
、
工
芸

セ
ン
タ
ー
で
は
ゴ
キ
さ
ん
が
元
気

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
移
住
し
て

き
た
当
初
は
虫
に
耐
性
が
な
い
私

で
し
た
が
、
2
年
も
住
む
と
多
少

肝
が
据
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
は
着
任
し
て
か
ら
変

わ
ら
ず
曲
げ
わ
っ
ぱ
と
刳
り
も
の

の
２
つ
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め

に
修
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、
内

容
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
広
報
誌

で
紹
介
済
み
な
の
で
、
年
も
明
け
、

協
力
隊
の
残
り
の
任
期
も
１
年
を

切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の

抱
負
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
馬
路
村
で
木
工
に
携
わ
っ
て
早

２
年
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
先

生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
着
実
に
身
に
つ
い
て
き
て
い
ま

す
。
私
の
場
合
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
い
ま

だ
に
村
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
て

い
な
い
よ
う
な
状
態
で
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
す
が
、
残
さ
れ
た
期

間
も
一
層
、
気
を
引
き
締
め
て
修

練
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

一
人
で
全
行
程
を
こ
な
す
こ
と
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
す
る
こ
と
、

自
分
の
作
り
た
い
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
使
い
手
の
気
持
ち
に
沿
っ

た
も
の
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目

標
に
し
ま
す
。
よ
り
良
い
商
品
を

作
る
こ
と
で
、
魚
梁
瀬
杉
や
馬
路

村
の
伝
統
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
は
文
化
祭
、
ア
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
村
内
の
イ
ベ
ン

ト
や
ふ
る
さ
と
祭
り
で
の
展
示
・

販
売
で
、
作
品
が
皆
さ
ま
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、

今
年
は
今
ま
で
先
延
ば
し
に
し
て

い
た
S
N
S
に
着
手
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

抱
負
と
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
抱
負
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
昨
年
多
量
飲
酒
に

よ
り
体
調
を
崩
し
た
の
で
、
「
自

分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
見
誤
ら
な

い
」
を
掲
げ
ま
す
。
（
す
で
に
実

家
の
新
年
会
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
泡

盛
を
飲
み
す
ぎ
て
苦
し
み
ま
し
た

が
…
）

　
今
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

と
は
、
森
を
大
切
に
す

る
森
の
風
番
人
協
会
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
て

い
る
か
な
と
思
い
作
り

ま
し
た
。
魚
梁
瀬
杉
の

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売

も
し
て
い
ま
す
。
去
年

末
か
ら
来
た
新
た
な
店

主
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
カ

レ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

も
増
え
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
杉

の
家
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
12
月
か
ら
の

取
り
組
み
と
し
て
、
杉
材
で
家
具
を

作
っ
て
い
ま
す
。
馬
路
村
に
多
く
あ

る
杉
は
柔
ら

か
く
、
家
具

作
り
に
は
あ

ま
り
適
し
て

い
な
い
と
い

わ
れ
て
お
り

ま
す
。
で
す

が
、
強
度
を

保
つ
た
め
の

設
計
が
し
っ

か
り
な
さ
れ

て
い
れ
ば
問

題
な
く
使
え

ま
す
。
設
計
も
製
作
方
法
も
、
参
考

書
な
ど
を
も
と
に
勉
強
を
し
て
い
る

段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
魚
梁
瀬
木

工
所
と
し
て
杉
の
家
具
を
形
に
で
き

れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て

少
し
で
も
魚
梁
瀬
の
発
展
の
一
役
を

担
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲魚梁瀬杉のゴブレットとコップ

▲傘マーカーとバーマグネット▲杉材で作った家具と参考書
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　インフルエンザウイルスが、のどや気管支、
肺で感染・増殖することにより発症します。普
通の風邪よりも急激に発症し、症状が重いのが
特徴です。１～３日間の潜伏期間の後、38℃以
上の高熱・関節痛・筋肉痛・倦怠感などの全身
症状が現れます。少し遅れて、のどの痛みや鼻
水、せきなどの呼吸器症状が現れます。通常は、
その症状が３～７日間続いた後、治癒に向かい
ます。しかし、インフルエンザウイルスにより、
肺炎や脳炎などを併発して重症化する場合もあ
ります。

薬物療法
　抗インフルエンザウイルス薬を服用すること
で、ウイルスの増殖を抑え、病気の期間を短く
することができます。しかし、増殖スピードが
速く、発症後48時間以内に服用しないと、薬の
効果が現れにくくなります。そのため、症状が
現れてから12～48時間の間に、医療機関でイン
フルエンザの検査を受け、薬を服用することが
重要です。
一般療法
　安静にして休養をとり、特に睡眠を十分にと
ってください。発熱による脱水にならないよう、
経口補水液やお茶、スープなどでしっかり水分
補給することが治療の基本です。
　周囲に感染を広げないため、感染した人はマ
スクを着用し、拡散防止に努めます。また、症
状が軽快してから２日（幼児は３日）ほどたつ
までは、通勤や通学を控えましょう。

インフルエンザとは？
人が多く集まる場所を避ける
　インフルエンザは、感染した人のせきなどに
含まれる唾液や鼻水が小さな水滴となって飛び
散ったものを吸い込むことで感染（飛沫感染）
しますが、そのしぶきが手について口などから
感染（接触感染）する場合もあります。このた
め、できるだけ人が密集した場所には近づかな
いのが第一の予防です。やむを得ず外出すると
きは、マスクを着用しましょう。

正しいマスクの着用

外出後の手洗い・うがい
　飛沫感染や接触感染により、ウイルスはのど
や手などに付着します。混み合った場所では、
ウイルスが空気中に漂い、知らないうちに持ち
帰ってしまいます。帰宅後には、石鹸で手を洗
い、うがいも習慣づけ
るようにしましょう。

部屋の保温と加湿
　気温が低いと、鼻・のど・気管などの病原体
に対する防御力が低下します。このため、部屋
を20～25℃程度に暖かくすることは、インフル
エンザの予防に効果的です。また、ウイルスの
空気中での活動や感染を抑えるために、加湿器
などで室内の湿度を50～60％に保ちます。
日ごろの体調管理
　普段から十分な睡眠をとり、バランスのよい
食生活を心がけましょう。日ごろから体調を万
全にして免疫力を高めておけば、もしインフル
エンザに感染しても、軽い症状で終わらせるこ
とができます。

インフルエンザを予防するには？

インフルエンザにかかったら？

インフルエンザの流行の季節です！
ー　うつさない・もらわない　－

熱が下がっても
最低２日間は
自宅で療養！
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
目
玉
商
品

と
し
て
出
品
し
た
の
は
魚
梁
瀬
杉
の

ゴ
ブ
レ
ッ
ト
で
す
。
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
と

い
う
と
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
要
は
脚
付
き
の
杯

の
こ
と
で
す
。
何
を
飲
む
の
に
も
使

え
ま
す
が
、
私
の
お
す
す
め
は
ビ
ー

ル
で
す
。
注

ぐ
と
泡
立
ち

も
よ
く
、
ビ

ー
ル
の
香
り

と
杉
の
香
り

が
合
わ
さ
っ

て
よ
り
お
い

し
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
だ

ゴ
ブ
レ
ッ
ト

の
量
産
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
ぜ
ひ
杉
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
を
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
12
月
は
、
森
の
風
番
人
協

会
会
員
の
方
へ
送
っ
て
い
る
森
の
香

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、

ゆ
ず
の
木
と
杉
の
傘
マ
ー
カ
ー
と
杉

の
バ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
を
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
材
料
は
、
馬
路
林
材
加
工
協
同

組
合
で
出
た
端
材
と
、
ユ
ズ
の
剪
定

な
ど
で
出
た
材
料
で
作
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
端
材
や
剪
定
材
を
使
う
こ

隊
員

　大
塚

　季
里
亜

隊
員

　原
田

　雄
輔

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

▶
昨
年
ふ
る
さ
と
祭
り
で
今
ま
で
作
っ
た

　
皿
や
盆
を
販
売
す
る
風
景

　
い
つ
の
間
に
か
馬
路
村
で
過
ご

す
冬
も
３
度
目
を
迎
え
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
て
暖
か
い
か
ら
か
、

こ
の
時
期
で
も
家
の
中
で
は
小
さ

な
ム
カ
デ
が
落
ち
て
お
り
、
工
芸

セ
ン
タ
ー
で
は
ゴ
キ
さ
ん
が
元
気

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
移
住
し
て

き
た
当
初
は
虫
に
耐
性
が
な
い
私

で
し
た
が
、
2
年
も
住
む
と
多
少

肝
が
据
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
は
着
任
し
て
か
ら
変

わ
ら
ず
曲
げ
わ
っ
ぱ
と
刳
り
も
の

の
２
つ
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め

に
修
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、
内

容
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
広
報
誌

で
紹
介
済
み
な
の
で
、
年
も
明
け
、

協
力
隊
の
残
り
の
任
期
も
１
年
を

切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の

抱
負
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
馬
路
村
で
木
工
に
携
わ
っ
て
早

２
年
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
先

生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
着
実
に
身
に
つ
い
て
き
て
い
ま

す
。
私
の
場
合
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
い
ま

だ
に
村
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
て

い
な
い
よ
う
な
状
態
で
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
す
が
、
残
さ
れ
た
期

間
も
一
層
、
気
を
引
き
締
め
て
修

練
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

一
人
で
全
行
程
を
こ
な
す
こ
と
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
す
る
こ
と
、

自
分
の
作
り
た
い
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
使
い
手
の
気
持
ち
に
沿
っ

た
も
の
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目

標
に
し
ま
す
。
よ
り
良
い
商
品
を

作
る
こ
と
で
、
魚
梁
瀬
杉
や
馬
路

村
の
伝
統
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
は
文
化
祭
、
ア
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
村
内
の
イ
ベ
ン

ト
や
ふ
る
さ
と
祭
り
で
の
展
示
・

販
売
で
、
作
品
が
皆
さ
ま
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、

今
年
は
今
ま
で
先
延
ば
し
に
し
て

い
た
S
N
S
に
着
手
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

抱
負
と
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
抱
負
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
昨
年
多
量
飲
酒
に

よ
り
体
調
を
崩
し
た
の
で
、
「
自

分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
見
誤
ら
な

い
」
を
掲
げ
ま
す
。
（
す
で
に
実

家
の
新
年
会
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
泡

盛
を
飲
み
す
ぎ
て
苦
し
み
ま
し
た

が
…
）

　
今
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

と
は
、
森
を
大
切
に
す

る
森
の
風
番
人
協
会
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
て

い
る
か
な
と
思
い
作
り

ま
し
た
。
魚
梁
瀬
杉
の

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売

も
し
て
い
ま
す
。
去
年

末
か
ら
来
た
新
た
な
店

主
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
カ

レ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

も
増
え
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
杉

の
家
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
12
月
か
ら
の

取
り
組
み
と
し
て
、
杉
材
で
家
具
を

作
っ
て
い
ま
す
。
馬
路
村
に
多
く
あ

る
杉
は
柔
ら

か
く
、
家
具

作
り
に
は
あ

ま
り
適
し
て

い
な
い
と
い

わ
れ
て
お
り

ま
す
。
で
す

が
、
強
度
を

保
つ
た
め
の

設
計
が
し
っ

か
り
な
さ
れ

て
い
れ
ば
問

題
な
く
使
え

ま
す
。
設
計
も
製
作
方
法
も
、
参
考

書
な
ど
を
も
と
に
勉
強
を
し
て
い
る

段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
魚
梁
瀬
木

工
所
と
し
て
杉
の
家
具
を
形
に
で
き

れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て

少
し
で
も
魚
梁
瀬
の
発
展
の
一
役
を

担
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲魚梁瀬杉のゴブレットとコップ

▲傘マーカーとバーマグネット▲杉材で作った家具と参考書
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

保育所コーナー
☆その子らしくのびていく☆ 魚梁瀬保育所

うまくでーきた！

あったかさんとのふれあい交流
（おもちつき＆作品作り）

園庭で氷を発見‼ 園庭で凧あげをしたよ！

サンタさんが
やってきたよ♪

今回は魚梁瀬保育所から 12 月と 1 月の子どもたちの様子をお伝えします。

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
手
紙

な
ん
て
か
い
て
る
？

1月

12月

　
2
月
に
は
馬
路
保
育
所
、

3
月
は
魚
梁
瀬
保
育
所
で
生

活
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
地
域
の
皆
さ
ん
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.30・31～

日本遺産認定
公式第 51 号

小島橋フラフ（北川村） 長法寺（田野町）濱田典彌家住宅（奈半利町）

立岡二号桟道でイルミネーション開催！

日本遺産の日【2月13日】制定！ ゆずとりんてつフォトコンテスト結果発表

　12 月 21 日 ( 土 )、田野町にある森林鉄道遺構立岡二
号桟道を舞台に、イルミネーション「ゆずとりんてつイ
ルミ＠立岡二号桟道 銀河鉄道の夜」を開催しました。こ
れは、10 月開催が台風 19 号の影響から延期となった
イベントを、縮小版として今回実施したもので、「たのイ
ルミ de おきゃく」と同日開催となりました。
　イルミネーションをデザインするライトアーティス
トは、東京やオランダなどで、幅広く活躍されている島
田正道さんです。会場では 300 個を超える、杉で作られ
たゆず型ランプが広がり、かつて森林鉄道が通った立岡
二号桟道には、森林鉄道を模した機関車のオブジェが彩
りました。中芸内外から多くのご家族が訪れて、今回の
イルミネーションを撮影したりして、楽しんでもらうこ
とができました。
　開催にあたり、近隣の方々のご協力のおかげで無事成
功を収めることができました。本当にありがとうござい
ました。

　インスタグラムへ投稿しても
らった中芸地域の写真を、中芸
の小学生が審査する、「ゆずとり
んてつフォトコンテスト」が開
催され、その審査結果が発表さ
れました。コンテストには、中芸
地域のさまざまな写真が投稿さ
れ、たくさんのご応募をいただ
きました。これらの中から、見事
グランプリに輝いたのは、香美
市にお住まいの方で、馬路村の
五味隧道の写真で受賞され、賞
品としてエコアス馬路村のバッ
グが贈呈されました。
　審査をしてくれた、各小学校
の児童や先生方には感謝の気持
ちでいっぱいです。ご協力あり
がとうございました。

こ しまばし はま だ のりひろ ちょうほうじ

撮影：Mitsu Maeda

　文化庁及び日本遺産連盟は、日本遺産に
対する理解と関心を高めることを目的とし
て、2 月 13 日を「にほん (２) いさん (１３)
の日」とすることに決定しました。

↑「日本遺産の日」

イベントなど

五味隧道

小島橋

オオムカエ隧道

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）　Tel：0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
H P：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索
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お
い
し
く
な
〜
れ

　
　お
い
し
く
な
〜
れ

レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

土佐弁ミュージカル「土佐クエ」！
　皆さん、こんにちは！土佐弁ミュージカルは知っていますか？毎年チャリ
ティーのために開催する土佐弁で演じるオリジナルミュージカルです。セリ
フも、曲も、すべて高知に住んでいる外国人が考え、演じます。曲は既存し
ている曲のメロディーを使って（ディズニーやミュージカルなど）、歌詞を
作っていきます。私は去年のミュージカルに参加し、今年も参加することに
なりました。テーマは毎年違い、去年は不思議の国のアリスをもとにした
「土佐の国のアリス」でした。今年はドラゴンクエスト（ドラクエ）という
子どもたちに大人気のゲームがテーマで、タイトルが「土佐クエ」となりま
した。今回は土佐クエについて少し紹介したいと思います。
　土佐は、何年間も竜魔王に呪われている様子で、悪い天気が続いていま
す。毎日雨で、嵐や台風も頻繁に起こります。家や服はカビだらけな状態
で、庶民は絶望していました。
　そんなある日、少年のヨシユキがこの状況に我慢できなくなり、勇者を探
す冒険に出かけようと決めます。その冒険で、いろいろな人がグループに入
り、一緒に竜魔王を倒す方法を探します。この話の中で、高知の名所も出て
きます！
　公演は無料ですが、閉演後、募金活動を行い、集めた募金は海外留学を希
望する中高大学生の助成金として活用されます。これは次世代の国際的な
リーダーを育成することをミュージカルの主要な目的の一つとしています。
　平成17年に国際交流基金地球市民賞を受賞し、平成30年に「国際貢献」で
春季善行表彰を受賞しました。とてもユニークな国際交流事業として大きく
注目されています。
　今回、私はヨシユキ役になり、また中芸地域の外国人も出演しますので、
ぜひ見に来てください！

公演日時・会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演予定時間
4/11（土）田野町ふれあいセンター 13:00
　　　　　香南市赤岡町弁天座 18:30
4/12（日）四万十町窪川四万十会館 12:00
　　　　　高知県立県民文化ホール（グリーンホール） 19:00
4/18（土）大豊町大豊総合ふれあいセンター 19:00
4/19（日）四万十市立文化センター 11:00
　　　　　佐川町立桜座 19:00
助成金に応募する方法：http://tosabenmusical.blogspot.com/
詳しい情報：facebook.com/genki.tosaben 

公演日・会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演予定時刻
4/11（土）田野町ふれあいセンター 13:00
　　　　　香南市赤岡町弁天座 18:30
4/12（日）四万十町窪川四万十会館 12:00
　　　　　高知県立県民文化ホール（グリーンホール） 19:00
4/18（土）大豊町大豊総合ふれあいセンター 19:00
4/19（日）四万十市立文化センター 11:00
　　　　　佐川町立桜座 19:00
助成金に応募する方法：http://tosabenmusical.blogspot.com/
詳しい情報：facebook.com/genki.tosaben 

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

氷
が
で
き
て
い
た
よ
！

た
こ
あ
が
っ
た
？

い
っ
け
ー
！
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問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）　Tel：0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
H P：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索
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レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

土佐弁ミュージカル「土佐クエ」！
　皆さん、こんにちは！土佐弁ミュージカルは知っていますか？毎年チャリ
ティーのために開催する土佐弁で演じるオリジナルミュージカルです。セリ
フも、曲も、すべて高知に住んでいる外国人が考え、演じます。曲は既存し
ている曲のメロディーを使って（ディズニーやミュージカルなど）、歌詞を
作っていきます。私は去年のミュージカルに参加し、今年も参加することに
なりました。テーマは毎年違い、去年は不思議の国のアリスをもとにした
「土佐の国のアリス」でした。今年はドラゴンクエスト（ドラクエ）という
子どもたちに大人気のゲームがテーマで、タイトルが「土佐クエ」となりま
した。今回は土佐クエについて少し紹介したいと思います。
　土佐は、何年間も竜魔王に呪われている様子で、悪い天気が続いていま
す。毎日雨で、嵐や台風も頻繁に起こります。家や服はカビだらけな状態
で、庶民は絶望していました。
　そんなある日、少年のヨシユキがこの状況に我慢できなくなり、勇者を探
す冒険に出かけようと決めます。その冒険で、いろいろな人がグループに入
り、一緒に竜魔王を倒す方法を探します。この話の中で、高知の名所も出て
きます！
　公演は無料ですが、閉演後、募金活動を行い、集めた募金は海外留学を希
望する中高大学生の助成金として活用されます。これは次世代の国際的な
リーダーを育成することをミュージカルの主要な目的の一つとしています。
　平成17年に国際交流基金地球市民賞を受賞し、平成30年に「国際貢献」で
春季善行表彰を受賞しました。とてもユニークな国際交流事業として大きく
注目されています。
　今回、私はヨシユキ役になり、また中芸地域の外国人も出演しますので、
ぜひ見に来てください！

公演日時・会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演予定時間
4/11（土）田野町ふれあいセンター 13:00
　　　　　香南市赤岡町弁天座 18:30
4/12（日）四万十町窪川四万十会館 12:00
　　　　　高知県立県民文化ホール（グリーンホール） 19:00
4/18（土）大豊町大豊総合ふれあいセンター 19:00
4/19（日）四万十市立文化センター 11:00
　　　　　佐川町立桜座 19:00
助成金に応募する方法：http://tosabenmusical.blogspot.com/
詳しい情報：facebook.com/genki.tosaben 

公演日・会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演予定時刻
4/11（土）田野町ふれあいセンター 13:00
　　　　　香南市赤岡町弁天座 18:30
4/12（日）四万十町窪川四万十会館 12:00
　　　　　高知県立県民文化ホール（グリーンホール） 19:00
4/18（土）大豊町大豊総合ふれあいセンター 19:00
4/19（日）四万十市立文化センター 11:00
　　　　　佐川町立桜座 19:00
助成金に応募する方法：http://tosabenmusical.blogspot.com/
詳しい情報：facebook.com/genki.tosaben 
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月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

2月・3月 むらの行事予定2月・3月 むらの行事予定

杉の子学習発表会（魚梁瀬小・中学校）

有害物収集

乳児健診（奈半利町民会館）

学習発表会（馬路小学校）

リサイクル収集
　　　　　　　　　　　　　　　　建国記念の日

古紙収集（魚梁瀬）

郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）１３：００～１５：３０

第３７回中芸地区子ども駅伝競走大会（田野町）
確定申告及び住民税申告受付～３月１６日 ９：００～１７：００
保育園児体験入学・説明会（馬路小学校）
健康づくり教室（馬路診療所）１８：００～１９：００

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町民会館）

人権相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１５：００
行政相談所（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１２：００
生活発表会（馬路保育所）

天皇誕生日

振替休日

リサイクル収集

確定申告及び住民税申告受付（魚梁瀬多目的施設）９：００～１７：００

古紙収集（馬路）
お別れ遠足（馬路小学校）（魚梁瀬小学校）

有害物収集
生活発表会（魚梁瀬保育所）
乳児健診（奈半利町民会館）

魚梁瀬小・中学校卒業式

リサイクル収集

古紙収集（魚梁瀬）
馬路中学校卒業式
郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）１３：３０～１５：００

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町民会館）

馬路小学校卒業式

春分の日

リサイクル収集
修了式・離任式（村内４校）／魚梁瀬小・中学校教職員送別会
馬路保育所卒園式

庄屋祭・鬼門堂祭

古紙収集（馬路）

馬路小・中学校教職員歓送迎会

１

０

2　　月

馬路村特別村民 １１，６３６人
（１月３１日現在）

３　　月

バリアフリー対応車両を整備

安芸税務署からのお知らせ
所得税及び復興特別所得税、贈与税、消費税及び
地方消費税の確定申告書の提出と納付はお早めに

所 在 地
期　　間
受付時間
相談開始

ご 注 意

安芸市矢ノ丸４丁目５番地７　安芸税務署
２月１７日（月）から３月１６日（月）までの平日
午前８時３０分から午後４時まで
午前９時
☆　上記の期間より前は、確定申告会場を設置しておりません。
（作成済みの申告書等の提出は、受け付けております。）
☆　混雑状況により、午後４時前に受付を終了する場合があります。
☆　期間中（特に午前中や３月16日）確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく
　　こともあります。

確定申告会場の開設のお知らせ
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30代～60代の働き盛りのあなたへ
■自分の肝炎ウイルスの結果を知らない人は、
　生涯に１回は、肝炎ウイルス検査をしましょう。

  人間ドックや健診でも､肝炎ウイルス検査を申し込まなくてはできません｡
■検査で陽性と言われたのに、専門医療機関を受診せず放置していませんか？
　肝炎ウイルスに感染していても、肝機能検査は正常で、自覚症状はありませ
ん。しかし、放置すると感染から20年～30年位で肝がんになる可能性があり
ます。肝機能検査が正常範囲のうちに治療しましょう。

▶肝がんになる前に、飲み薬で肝がんを予防できます!! Ｃ型は、8週～24週で完治します。Ｂ型はウイル
スを減少させて重症化を防げます。陽性の方の精密検査や治療は、公費助成があります。　　　　　　
　《肝炎ウイルス検査ができるところ》　

■県内の各福祉保健所（予約制・無料）　県ホームページに掲載
　安芸福祉保健所　第２・第４木曜日 １３時～１５時　前週金曜日までに予約
■市町村の特定健診（40歳以上）：申し込みは各市町村
■職場の健康診断の際にできる職場があります（無料）　■県内の各医療機関（有料）

問い合わせ先：高知県安芸福祉保健所 健康障害課（電話 0887-34-3177）

※申告相談等は予約が必要となっています。　
【問い合わせ先】安芸税務署：電話　０８８７－３５－３１１５
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30代～60代の働き盛りのあなたへ
■自分の肝炎ウイルスの結果を知らない人は、
　生涯に１回は、肝炎ウイルス検査をしましょう。

  人間ドックや健診でも､肝炎ウイルス検査を申し込まなくてはできません｡
■検査で陽性と言われたのに、専門医療機関を受診せず放置していませんか？
　肝炎ウイルスに感染していても、肝機能検査は正常で、自覚症状はありませ
ん。しかし、放置すると感染から20年～30年位で肝がんになる可能性があり
ます。肝機能検査が正常範囲のうちに治療しましょう。

▶肝がんになる前に、飲み薬で肝がんを予防できます!! Ｃ型は、8週～24週で完治します。Ｂ型はウイル
スを減少させて重症化を防げます。陽性の方の精密検査や治療は、公費助成があります。　　　　　　
　《肝炎ウイルス検査ができるところ》　

■県内の各福祉保健所（予約制・無料）　県ホームページに掲載
　安芸福祉保健所　第２・第４木曜日 １３時～１５時　前週金曜日までに予約
■市町村の特定健診（40歳以上）：申し込みは各市町村
■職場の健康診断の際にできる職場があります（無料）　■県内の各医療機関（有料）

問い合わせ先：高知県安芸福祉保健所 健康障害課（電話 0887-34-3177）

※申告相談等は予約が必要となっています。　
【問い合わせ先】安芸税務署：電話　０８８７－３５－３１１５
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編
集
後
記

　今
回
、
初
め
て
広
報
編
集
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広

報
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な
が
ら

も
、
皆
さ
ん
に
広
報
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。

　広
報
を
編
集
し
て
い
く
中
で
、

改
め
て
馬
路
村
は
行
事
が
多
く
、

活
発
で
元
気
あ
ふ
れ
る
村
で
あ
る

と
再
認
識
し
ま
し
た
。
私
も
元
気

あ
ふ
れ
る
馬
路
村
の
一
員
と
し

て
、
皆
さ
ん
に
つ
い
て
い
け
る
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
哲
）

村内あちらこちら

1月15日　どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

12月7日　馬路熊野神社秋の例大祭

12月4日　馬路小学校校内持久走大会

1月1日　新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）

1月12日　消防出初め式（安田町）

12月

1月

 1 日 新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）
 2 日 新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
　　　 成人式（馬路村コミュニティセンター）
12日 消防出初め式（安田町）
15日 どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
18日 第38回馬路村村民駅伝競走大会
19日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
25日 スキー教室（久万スキーランド）
26日 第39回馬路村内芸能発表会
　　　 （馬路村コミュニティセンター）

 4 日 馬路小学校校内持久走大会
 5 日 人権講演会（魚梁瀬多目的施設）
 6 日 第48回馬路地区はし拳大会
　　　 （馬路村コミュニティセンター）
 　　　魚梁瀬小・中学校校内持久走大会
 7 日 馬路熊野神社秋の例大祭
　　　 神楽発表会（馬路熊野神社）
 8 日 馬路村社会福祉大会
　　　 （馬路村デイサービスセンター）
14日 ハミングゆ～ずクリスマスコンサート
　　　 （馬路村コミュニティセンター）
15日 第47回馬路村文化祭
　　　 第8回馬路村ふれあい祭り
　　　 （馬路体育館・馬路中学校）
　　　 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
19日 ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）
20日 魚梁瀬保育所クリスマス会
25日 馬路保育所クリスマス会

（
前
列
右
か
ら
）

山

下

　
愛

井

上

姫

維

湯

浅

愛

梨

久

保

晴

美

千

葉

純

里

福

　島

　菜
々
実

下

田

祥

子

岡

野

吏

紗

（
後
列
右
か
ら
）

清

　岡

　教
育
長

野

田

詩

結

甫

木

優

斗

岡

﨑

章

乃

小

松

明

音

藤

原

由

菜

山

﨑

村

長

　一
月
二
日
に
馬
路
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
馬
路
村
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
に
な
り
初
め
て

の
馬
路
村
成
人
式
は
、

十
二
人
の
新
成
人
が
出

席
さ
れ
、
村
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
か
ら
祝

福
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
近
況
報
告
、
二
十
歳

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

決意と自覚を持ち、夢ある明日へ羽ばたく決意と自覚を持ち、夢ある明日へ羽ばたく
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（馬路小学校で５年間を共に過ごした野田詩結さんも加わり、記念撮影を行いました）


